
 

 

 

 

 

 

14）箱根火山 
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TDlテフラ

湯河原火山体

多摩TCu4，6テフラ

多摩TAm‐1

多摩TAm‐5

港南1
多摩TEテフラ

雑色ローム層期
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早田ローム層期

下庭ローム期
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ステージ5 新期山体形成期

★：カルデラ形成

★

箱根神山1テフラ

上湯場溶岩
駒ケ岳南西溶岩

笛塚溶岩

早雲山溶岩ドーム
丸山溶岩ドーム

台ヶ岳溶岩ドーム
小塚山溶岩ドーム

年代・噴出量が不明なイベント

※楕円の幅は想定される活動期間に相当

活動年代が期間として

反映されているイベント

火砕流噴火

ステージ6 ステージ7
中央火口丘形成期

箱根東京テフラ

小原台軽石・火砕流屏風山溶岩

双子山下部溶岩

浅間山溶岩グループ

湯本茶屋溶岩

湯場溶岩

箱根駒ケ岳テフラ

駒ケ岳山頂溶岩ドーム

小規模火砕流 先神山テフラ

湯ノ花溶岩

箱根芦之湯テフラ

国際村溶岩
箱根園溶岩

樹木園溶岩

坊ヶ沢溶岩ドーム

姥子溶岩ドーム

箱根神社溶岩ドーム

箱根双子山山崎火砕流
小涌谷溶岩

信濃屋火砕流

 

噴出物
年代

(年前：暦年)

噴出量

(DRE　km3)

火山カタログ

の噴出量
噴出物

年代

(年前：暦年)

噴出量

(DRE　km3)

火山カタログ

の噴出量
噴出物

年代

(年前：暦年)

噴出量

(DRE　km3)

火山カタログ

の噴出量

箱根大涌谷

テフラ5
－ 屏風山溶岩 0.25

藤沢ローム層期初

期,早田ローム層

期,下庭ローム期

230,000-

250,000以降
不明

箱根大涌谷

テフラ4
－ 二子山下部溶岩 0.02

江の浦

溶岩グループ

230,000-

250,000
(159.6に包含)

箱根大涌谷

テフラ3
－ Hk-Kmp12 100,000 0.2

根府川溶岩

グループ

250,000-

300,000
(159.6に包含)

箱根大涌谷

テフラ2
2000 － Hk-Kmp11 101,000 0.2

海ノ平火山体

（上部）
(159.6に包含)

箱根大涌谷

テフラ1
3000 － Hk-Kmp10 102,000 0.2

海ノ平火山体

（下部）
(159.6に包含)

箱根冠ヶ岳

テフラ
2830 0.003 Hk-Kmp9 103,000 0.2

米神溶岩

グループ
不明 (159.6に包含)

冠ヶ岳

溶岩ドーム
2830 0.008 Hk-Kmp8 104,000 0.2

明神ヶ岳山頂

溶岩グループ
(159.6に包含)

箱根神山

岩屑なだれ
3300 － Hk-Kmp7 105,000 0.5

明神ヶ岳南東

溶岩グループ
(159.6に包含)

箱根二子山

テフラ
5650 0.001 Hk-Kmp6 106,000 1

明神ヶ岳

溶岩グループ
(159.6に包含)

二子山

溶岩ドーム
5650 0.34 Hk-Kmp5 107,000 1

板屋窪

溶岩グループ
(159.6に包含)

箱根神山5

テフラ
7950 0.002 Hk-Kmp4 108,000 0.2

長尾峠

溶岩グループ

230,000-

270,000
(159.6に包含)

神山山頂

溶岩ドーム
7950 0.05 Hk-Kmp3 109,000 0.2 丸岳火山体

230,000-

270,000
(159.6に包含)

信濃屋火砕流

堆積物
21,680 不明 Hk-Kmp2 109,500 0.2 多摩TClテフラ 270,000 6

箱根神山4

テフラ
23,440 0.001 Hk-Kmp1 110,000 0.6 多摩TDuテフラ 290,000以降 不明

神山北

溶岩ドーム
23,440 0.14 小規模火砕流 不明 不明

雑色ローム層期

(雑色ローム層)

270,000-

350,000
不明

小涌谷溶岩 23,440 不明 Hk-Klp15 111,000 0.2
堀木沢

溶岩グループ
300,000 (159.6に包含)

箱根駒ケ岳

テフラ
0.003 Hk-Klp14 112,000 0.2 深良火山体

270,000-

300,000
(159.6に包含)

駒ケ岳山頂

溶岩ドーム
0.65 Hk-Klp13 113,000 0.5 山伏峠火山体

270,000-

300,000
(159.6に包含)

箱根双子山山崎

火砕流堆積物
24,400 不明 Hk-Klp12 114,000 0.2

白糸川

溶岩グループ

300,000-

330,000
(159.6に包含)

箱根神山3

テフラ
26,600 0.02 Hk-Klp11 115,000 0.2

明星ヶ岳火山体

（上部）
(159.6に包含)

神山南

溶岩ドーム
26,600 0.57 Hk-Klp10 116,000 0.2

明星ヶ岳火山体

（中部）
(159.6に包含)

姥子

溶岩ドーム
26,600 不明 Hk-Klp9 117,000 1

明星ヶ岳火山体

（下部）
(159.6に包含)

箱根神社溶岩 26,600 不明 Hk-Klp8 118,000 0.2
乙女峠

溶岩グループ

300,000-

350,000
(159.6に包含)

陣笠山溶岩

(,湖尻溶岩)
26,600 0.27 Hk-Klp7 119,000 1

金時山

溶岩グループ

300,000-

350,000
(159.6に包含)

箱根駒ケ岳

テフラ 30,000※1 0.02 Hk-Klp6 120,000 1 湯河原火山体
350,000-

400,000
1.52

元箱根溶岩 30,000
大仁黄色

第1軽石

Hk-Klp6～8

に対比
－

苅野

溶岩グループ

270,000-

350,000
(159.6に包含)

蛸川溶岩 30,000 Hk-Klp5 121,000 0.2
大唐沢

溶岩グループ

350,000-

500,000
(159.6に包含)

坊ヶ沢

溶岩ドーム
30,000 不明 Hk-Klp4 122,000 0.2 TDlテフラ 328,000以降 3

樹木園溶岩 30,000 不明 Hk-Klp3 123,000 0.2 多摩TE-6 350,000以降 不明

箱根園溶岩 30,000 不明 Hk-Klp2 124,000 0.2 多摩TE-4 350,000以降 不明

国際村溶岩 30,000 不明 Hk-Klp1 124,500 0.2 多摩TE-3 不明 不明

箱根芦之湯

テフラ 33,000
※1 不明

浅間山

溶岩グループ

110,000-

120,000
0.4 多摩TE-1 不明 不明

芦之湯

溶岩ドーム
33,000 0.02 弁天山溶岩 120,000 0.009 港南1 400,000 不明

湯ノ花溶岩 33,000 不明

鷹巣山山頂溶岩

ドーム・

火砕流堆積物

120,000 0.01
狩川

溶岩グループ

350,000-

500,000
(159.6に包含)

箱根神山2

テフラ 42,000※1 0.001 碓氷峠上部溶岩 120,500 ニセムラサキ 約482,000 不明

南長尾溶岩 42,000※1 0.03 宮ノ下溶岩 120,500 下倉田ガラパミ 約482,000 不明

箱根神山1

テフラ 43,000※1 0.02 碓氷峠下部溶岩 121,000 鍛冶屋流紋岩
350,000-

500,000
(159.6に包含)

上湯場溶岩 鷹巣山溶岩 121,000 上多賀流紋岩
350,000-

500,000
(159.6に包含)

駒ケ岳南西溶岩 湯本茶屋溶岩 122,000 日金流紋岩
350,000-

500,000
(159.6に包含)

笛塚溶岩 湯場溶岩 123,000
軽井沢溶岩流

伊豆山溶岩流
不明 (159.6に包含)

早雲山

溶岩ドーム
真鶴軽石層 125,000 0.2

畑宿

溶岩グループ
650,000 (159.6に包含)

丸山溶

岩ドーム
畑宿火砕流 130,000

天昭山

溶岩グループ
650,000

159.6(活動期

を包含)

台ヶ岳

溶岩ドーム
43,000 0.18 畑宿溶岩 130,000

小塚山

溶岩ドーム
43,000 0.04

箱根函南火砕流

TB-1火砕流
不明 (159.6に包含)

早川泥流堆積物 44,000
※1 － 神山溶岩 不明 (159.6に包含)

箱根中央火口丘7テ

フラ 44,000※1 0.004 東山溶岩 不明 (159.6に包含)

箱根中央火口丘6テ

フラ 45,000
※1 0.004 仙石火山体 (159.6に包含)

箱根中央火口丘5b

テフラ

箱根中央火口丘5a

テフラ

47,000※1 0.008
寒沢

溶岩グループ
(159.6に包含)

箱根中央火口丘4テ

フラ 48,000※1 0.1 幕山溶岩
140,000-

150,000
(159.6に包含)

箱根中央火口丘3テ

フラ 49,000※1 0.02
真鶴

溶岩グループ
150,000 (159.6に包含)

箱根中央火口丘2テ

フラ 50,000
※1 0.004

土屋ローム層期

多摩TAuテフラ 160,000
※1 不明

箱根中央火口丘1テ

フラ 52,000※1 0.16 多摩Tam-5 135,000頃 6

箱根三色旗

軽石層 55,000
※1 0.05 多摩TAm-4 135,000頃 3

先神山テフラ 58,000※1 不明 多摩TAm-1 180,000 4.8
湖尻溶岩

諏訪原テフラ 58,000
※1 0.4 多摩TAlテフラ 214,000以降 不明

箱根東京テフラ 60,000 5.6 Tm-45 不明 不明

三浦軽石層 65,000 1
本小松

溶岩グループ

150,000-

180,000
(159.6に包含)

安針軽石層 70,000 1
白磯

溶岩グループ

150,000-

180,000
(159.6に包含)

小原台軽石層

小原台火砕流
80,000 3

深沢

溶岩グループ

180,000-

220,000
(159.6に包含)

箱根Da-5軽石 88,500 0.18
岩

溶岩グループ

180,000-

220,000
(159.6に包含)

大猿山

溶岩グループ
230,000 (159.6に包含)

多摩TB-14 214,000 不明

多摩TB-13 215,600
※2 3

多摩TB-12 217,200※2 不明

多摩TB-11 218,800※2 不明

多摩TB-8 223,600
※2 3

多摩TB-7 225,000 不明

多摩TB-1 234,000 3

多摩TCuテフラ 260,000 3.6

ス
テ

ー
ジ

6

火山体:

2.89

DRE km
3

テフラ:

1.68

DRE km3

87

DRE km
3

(ステージ

1,2,3,4

未区分)

火山体:

159.6

DRE km
3

テフラ:

24

DRE km
3

(ステージ

1,2,3,4

未区分)

火山体:

159.6

DRE km
3

テフラ:

24

DRE km
3

ス
テ

ー
ジ

1
ス

テ
ー

ジ
2

ス
テ

ー
ジ

3

火山体:

12.92

DRE km3

テフラ:

23.4

DRE km3

－：(マグマ)水蒸気噴火，岩屑なだれ，泥流

※1：層序関係から年代を推定して反映

※2：時間間隙を均等分配して年代を推定

0.51
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テ
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5

ス
テ

ー
ジ

7

750-800

21,680-

24,400

43,000

80,000-

100,000

270,000前後

230,000-

270,000

300,000頃

1.54

1.4

1.25

0.03

※1：層序関係から年代を推定して反映

※2：時間間隙を均等分配して年代を推定

130,000-

180,000

1.64

ス
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ー
ジ
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第 14－1 図 噴出量－時間階段図（箱根火山）



第 14－1 表 データセット（箱根火山） 

種類 年代値 根拠 信頼度 年代(年前：暦年)　注2） 根拠 信頼度 体積(DRE)　注4）

箱根大涌谷

テフラ5

水蒸気爆発：

降下火山灰

AD1045-1094

AD1120-1141

AD1147-1219

(直下)

12世紀後半から13世紀

(Hk-Ow5-3)

14C年代
14C年代
14
C年代

14C年代

◎

◎

◎

◎

－ － － － － －

箱根大涌谷

テフラ4

水蒸気爆発：

降下火山灰

AD1044-1103

AD1118-1143

AD1146-1215

AD1175-1271

14C年代
14C年代
14
C年代

14
C年代

◎

◎

◎

◎

－ － － － － －

箱根大涌谷

テフラ3

水蒸気爆発:

降下火山灰

AD1166-1260

AD1209-1276

AD581～660(直下)

14C年代
14C年代
14C年代

◎

◎

△

－ － － － － －

箱根大涌谷

テフラ2

マグマ水蒸気爆発：

降下火山灰,土石流,

火砕サージ

約2ka 層序 ● 2000 － － － － － － －

箱根大涌谷

テフラ1

水蒸気爆発：降下火

山灰,土石流
約3ka 層序 ● 3000 － － － － － － －

箱根冠ヶ岳

テフラ
火砕流

2720±70yBP

2900±100yBP

14
C年代

引用(14C)

◎

◎
2739-2981※2 2830 0.003※4 分布面積と層厚から算出 ○ 0.003 0.003 228.078

冠ヶ岳溶岩

ドーム
溶岩ドーム 3ka 層序,14C ▲ 2830 2830 0.008※4 円錐近似 ○ 0.008 0.008 228.075

箱根神山岩

屑なだれ
岩屑なだれ 3100±90yBP 引用(

14
C) ○ 3060-3497

※2 3300 － － － － － －

箱根二子山

テフラ
火砕流

4840±120yBP

4900±90yBP

引用(
14
C)

引用(14C)

○

○
5466-5894※2 5650 <0.001※4 分布面積と層厚から算出 ○ 0.001 0.001 228.067

二子山溶岩

ドーム
溶岩ドーム 5ka頃 引用 △ 5650 5650 0.342※4 円錐近似 ○ 0.342 0.34 228.066

箱根神山5

テフラ
火砕流

7000±100yBP

7130±90yBP
14
C年代

◎

◎
7784-8166

※2 7950 0.002
※4 分布面積と層厚から算出 ○ 0.002 0.002 227.726

神山山頂溶

岩ドーム
溶岩ドーム 7ka 層序 ● 7950 7950 0.045

※4 円錐近似 ○ 0.045 0.05 227.724

信濃屋火砕

流堆積物
火砕流 17,920±320yBP 14

C年代 ○ 20,871-22,419
※2 21,680 － － － － － －

箱根神山4

テフラ
火砕流 19,460±550yBP 引用(14C) ◎ 22,241-24,863※2 23,440 <0.001※4 分布面積と層厚から算出 ○ 0.001 0.001 227.674

神山北溶岩

ドーム
溶岩ドーム 19ka 層序 ▲ 23,440 23,440 0.14※4 円錐近似 ○ 0.14 0.14 227.673

小涌谷溶岩 溶岩流
神山北溶岩ドームと

同時期
根拠未記載 △ 23,440 23,440 － － － － － －

箱根駒ケ岳

テフラ
火砕流 0.003※4 分布面積と層厚から算出 ○ 0.003 0.003 227.533

駒ケ岳山頂

溶岩ドーム
溶岩ドーム 0.65※4 円錐近似 ○ 0.65 0.65 227.53

箱根双子山山崎火

砕流堆積物
火砕流

20ka

24.4cal ka

14
C年代

14
C年代

◎

◎
24,400 － 不明 － － － － －

箱根神山3

テフラ
火砕流 22,330±170yBP 14

C年代 ◎ 26,150-27,094
※2 26,600 0.024

※4 分布面積と層厚から算出 ○ 0.024 0.02 226.88

神山南溶岩

ドーム

溶岩ドーム，

溶岩流

22ka

Hk-Koと同時期

層序

根拠未記載

▲

△
26,600 26,600 0.569

※4 分布面積と層厚から算出

円錐近似
○ 0.569 0.57 226.86

姥子溶岩

ドーム
溶岩ドーム Hk-Km3と同時期 根拠未記載 △ 26,600 － 不明 － － － － －

箱根神社

溶岩
溶岩流 Hk-Km3と同時期 根拠未記載 △ 26,600 － 不明 － － － － －

陣笠山溶岩

(,湖尻溶岩)
溶岩流

22ka

Hk-Km3と同時期

層序

根拠未記載

▲

△
26,600 26,600 0.272※4 分布面積と層厚から算出 ○ 0.272 0.27 226.29

箱根駒ケ岳

テフラ
火砕流 約27ka 層序，堆積速度の内挿(ATの下位) ▲

30,000(層序から推定：ATを26ka

として内挿しているため，箱根東京

テフラまでの全ての内挿年代に3000

年を加えた)

30,000 0.018
※4 分布面積と層厚から算出 ○ 0.018 0.02 226.02

元箱根溶岩 溶岩流
約27ka

Hk-Km3と同時期

層序

根拠未記載

▲

△
30,000

蛸川溶岩 溶岩流 Hk-Koと同時期 層序 ▲ 30,000

坊ヶ沢溶岩

ドーム
溶岩ドーム Hk-Koと同時期 根拠未記載 △ 30,000 － 不明 － － － － －

樹木園溶岩 溶岩流 Hk-Koと同時期 根拠未記載 △ 30,000 － 不明 － － － － －

箱根園溶岩 溶岩流 Hk-Koと同時期 根拠未記載 △ 30,000 － 不明 － － － － －

国際村溶岩 溶岩流 Hk-Koと同時期 根拠未記載 △ 30,000 － 不明 － － － － －

箱根芦之湯

テフラ
火砕流 約30ka 層序，堆積速度の内挿(Hk-Koの下位) ▲

33,000

(層序から推定)
－ 不明 － － － － －

芦之湯溶岩

ドーム
溶岩ドーム 約30ka 層序 ▲ 33,000 33,000 0.016※4 円錐近似 ○ 0.016 0.02 225.49

湯ノ花溶岩 溶岩流
約30ka（芦之湯溶岩ドーム

と同時期）
層序 ▲ 33,000 － 不明 － － － － －

箱根神山2

テフラ
火砕流 約39ka 堆積速度の内挿 ▲

42,000

(層序から推定)
<0.001

※4 分布面積と層厚から算出 ○ 0.001 0.001 225.47

南長尾溶岩 溶岩流 約39ka 層序 ▲
42,000

(層序から推定)
0.033

※4 分布面積と層厚から算出 ○ 0.033 0.03 225.469

箱根神山1

テフラ
火砕流 約40ka 堆積速度の内挿 ▲

43,000

(層序から推定)
0.017※4 分布面積と層厚から算出 ○ 0.017 0.02 225.439

上湯場溶岩 溶岩流

駒ケ岳南西

溶岩
溶岩流

笛塚溶岩 溶岩流

早雲山溶岩

ドーム

溶岩ドーム，

溶岩流

丸山溶岩

ドーム
溶岩ドーム

台ヶ岳溶岩

ドーム
溶岩ドーム 40ka 層序 ▲ 43,000 0.178

※4 分布面積と層厚から算出 ○ 0.178 0.18 223.779

小塚山溶岩

ドーム
溶岩ドーム 40ka 層序 ▲ 43,000 0.04

※4 分布面積と層厚から算出 ○ 0.04 0.04 223.599

早川泥流

堆積物
泥流

35ka

41ka

18,560±510yBP

引用

堆積速度の内挿

引用(14C)

△

▲

△

44,000

(層序から推定)
44,000 － － － － － －

箱根中央火口

丘7テフラ

準プリニー式:

降下火砕物
約41ka 堆積速度の内挿 ▲

44,000

(層序から推定)
44,000 0.004※4 早川法 ○ 0.004 0.004 223.559

箱根中央火口

丘6テフラ

準プリニー式:

降下火砕物
約42ka 堆積速度の内挿 ▲

45,000

(層序から推定)
45,000 0.004※4 早川法 ○ 0.004 0.004 223.555

箱根中央火口丘

5a,5bテフラ

準プリニー式:

降下火砕物
約44ka 堆積速度の内挿 ▲

47,000

(層序から推定)
47,000 0.008※4 早川法 ○ 0.008 0.008 223.551

箱根中央火口

丘4テフラ

準プリニー式:

降下火砕物
約45ka 堆積速度の内挿 ▲

48,000

(層序から推定)
48,000

0.1
※4

0.1-1

0.23

早川法

根拠未記載

GIS算出体積

○

△

○

0.1 0.1 223.543

箱根中央火口

丘3テフラ

準プリニー式:

降下火砕物
約46ka 堆積速度の内挿 ▲

49,000

(層序から推定)
49,000

0.02
※4

0.1-1

早川法

根拠未記載

○

△
0.02 0.02 223.443

箱根中央火口

丘2テフラ

準プリニー式:

降下火砕物
約47ka 堆積速度の内挿 ▲

50,000

(層序から推定)
50,000 0.004※4 早川法 ○ 0.004 0.004 223.423

箱根中央火口

丘1テフラ

準プリニー式:

降下火砕物
約49ka 堆積速度の内挿 ▲

52,000

(層序から推定)
52,000

0.162※4

0.1-0

0.25

早川法

根拠未記載

GIS算出体積

○

△

○

0.162 0.16 223.419

箱根三色旗

軽石層

準プリニー式:

降下火砕物
約52ka 堆積速度の内挿 ▲

55,000

(層序から推定)
55,000

0.052※4

0.1-1

0.1

早川法

根拠未記載

GIS算出体積

○

△

○

0.052 0.05 223.259

先神山

テフラ

降下軽石,火山砂,溶

岩流,火砕流
約58ka 層序 ▲

58,000

(層序から推定)
－ 不明 － － － － －

湖尻溶岩

諏訪原テフラ
溶岩流

約58ka

0.07±0.01Ma

引用(層序)

K-Ar年代

▲

◎

58,000

(層序から推定)
58,000 0.4※4 分布面積と層厚から

算出(溶岩流)
○ 0.4 0.4 223.209

箱根東京

テフラ

火砕流,火砕サージ,

降下火砕物

0.06Ma

52,210±970yBP

51,090±830yBP

54,060±1190yBP

53,700±970yBP

51,780±1020yBP

51,560±790yBP

66ka

根拠未記載
14C年代
14C年代
14C年代
14C年代
14C年代
14C年代

層序

△

△

△

△

△

△

△

●

60,000 60,000

約5.6※4

1※4

14

10-100

5.65

引用(火砕流)

引用(テフラ)

引用(TP-OP)

根拠未記載(各々)

GIS算出体積(軽石)

△

△

△

△

○

5.6 5.6 222.809

三浦軽石層
降下軽石，

軽石流
65ka 時間間隙を均等分配？ ▲ 65,000 65,000

0.2-2
※4

(約1
※4

)

0.1-1

引用

根拠未記載

△

△

1 1 217.209

安針軽石層 降下軽石 70ka 層序 ▲ 70,000 70,000

0.2-2※4

(約1
※4

)

0.1-1

引用

根拠未記載

△

△

1 1 216.209

小原台軽石層

小原台火砕流

降下軽石，

火砕流

80～85ka

80ka

層序

根拠未記載(火砕流)

▲

△
80,000 80,000

0.6※4

約2.4
※4

1-100

2.45

引用(軽石)

面積と層厚(火砕流)

根拠未記載(合計)

GIS算出体積

△

○

△

○

3 3 215.209

箱根Da-5軽石 降下軽石 88.5ka 堆積速度の内挿 ▲ 88,500 88,500
4.6×1011

㎏

0.22

早川法

GIS算出体積

○

○
0.184 0.18 212.209

30,000

21,680-24,40021,680-24,400

43,000

42,000

43,000

27〜20ka

約20～18ka

Hk-Km3と同時期

引用

引用(14C，層序)

根拠未記載

35ka頃以降

約40ka

引用

層序

△

●

△

文献

体積（kｍ3）

14.箱根火山

名称　注1） 年代 噴出量

文献 積算噴出量

（DRE km3）

採用噴出量

（DRE km3）
採用年代値　

注3）

△

▲

750-800 －

分布面積と層厚から算出

分布面積と層厚から算出

円錐近似

0.51※4

1.636※4

火山体:

3.8km3※6

テフラ:

2.8km3※6

145km3※6

0.51

1.636

○

○

226

225.419

0.51

1.64
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屏風山溶岩 溶岩流

80～100ka

0.08±0.01Ma

引用

K-Ar年代

△

◎
0.246※4 分布面積と層厚から算出 ○ 0.246 0.25 212.029

二子山

下部溶岩
溶岩流 80～100ka 引用 △ 0.023※4 分布面積と層厚から算出 ○ 0.023 0.02 211.779

Hk-Kmp12 降下軽石 100ka 引用 △ 100,000 100,000 0.2？※4 根拠未記載 △ 0.2 0.2 211.759

Hk-Kmp11 降下軽石 101ka 時間間隙を均等分配 ▲ 101,000 101,000 0.2？※4 根拠未記載 △ 0.2 0.2 211.559

Hk-Kmp10 降下軽石 102ka 時間間隙を均等分配 ▲ 102,000 102,000 0.2？※4 根拠未記載 △ 0.2 0.2 211.359

Hk-Kmp9 降下軽石
103ka

103.5ka

時間間隙を均等分配

堆積速度の外挿

▲

▲
103,000 103,000 0.2？

※4 根拠未記載 △ 0.2 0.2 211.159

Hk-Kmp8 降下軽石 104ka 時間間隙を均等分配 ▲ 104,000 104,000 0.2？
※4 根拠未記載 △ 0.2 0.2 210.959

Hk-Kmp7 降下軽石 105ka 時間間隙を均等分配 ▲ 105,000 105,000

0.5※4

1-10

2.5

1.24

引用

根拠未記載

引用

GIS算出体積

△

△

△

○

0.5 0.5 210.759

Hk-Kmp6 降下軽石 106ka 時間間隙を均等分配 ▲ 106,000 106,000

0.2-2
※4

(約1※4)

1-10

引用

根拠未記載

△

△

1 1 210.259

Hk-Kmp5 降下軽石 107ka 時間間隙を均等分配 ▲ 107,000 107,000

0.2-2
※4

(約1※4)

1-10

引用

根拠未記載

△

△

1 1 209.259

Hk-Kmp4 降下軽石 108ka 時間間隙を均等分配 ▲ 108,000 108,000 0.2？
※4 根拠未記載 △ 0.2 0.2 208.259

Hk-Kmp3 降下軽石 109ka 時間間隙を均等分配 ▲ 109,000 109,000 0.2？※4 根拠未記載 △ 0.2 0.2 208.059

Hk-Kmp2 降下軽石 109.5ka 時間間隙を均等分配 ▲ 109,500 109,500 0.2？※4 根拠未記載 △ 0.2 0.2 207.859

Hk-Kmp1 降下軽石
110ka

98±12ka

時間間隙を均等分配

引用(FT)

▲

○
110,000 110,000

0.6※4

1-10

3

6.03

引用

根拠未記載

引用

GIS算出体積

△

△

△

○

0.6 0.6 207.659

小規模火砕流 火砕流 不明
吉沢ローム層期下部〜中部

(一部対比可)
－ － － 不明 － － － － －

Hk-Klp15
降下軽石，

火山灰
111ka 時間間隙を均等分配 ▲ 111,000 111,000 0.2？※4 根拠未記載 △ 0.2 0.2 207.059

Hk-Klp14
降下軽石，

火山灰
112ka 時間間隙を均等分配 ▲ 112,000 112,000 0.2？※4 根拠未記載 △ 0.2 0.2 206.859

Hk-Klp13
降下軽石，

火山灰

113ka

117±10ka

時間間隙を均等分配

引用(FT)

▲

○
113,000 113,000

0.5
※4

1-10

2.5

2.63

引用

根拠未記載

引用

GIS算出体積

△

△

△

○

0.5 0.5 206.659

Hk-Klp12
降下軽石，

火山灰
114ka 時間間隙を均等分配 ▲ 114,000 114,000 0.2？※4 根拠未記載 △ 0.2 0.2 206.159

Hk-Klp11
降下軽石，

火山灰

115ka

124ka

時間間隙を均等分配

堆積速度の外挿

▲

▲
115,000 115,000 0.2？

※4 根拠未記載 △ 0.2 0.2 205.959

Hk-Klp10
降下軽石，

火山灰

116ka

125ka

時間間隙を均等分配

堆積速度の外挿

▲

▲
116,000 116,000 0.2？

※4 根拠未記載 △ 0.2 0.2 205.759

Hk-Klp9
降下軽石，

火山灰

117ka

126ka

時間間隙を均等分配

堆積速度の外挿

▲

▲
117,000 117,000

0.2-2※4

(約1※4)

0.1-1

引用

根拠未記載

△

△

1 1 205.559

Hk-Klp8
降下軽石，

火山灰

118ka

132±10ka

時間間隙を均等分配

引用(FT)

▲

△
118,000 118,000

0.2※4

1-10

2.5

引用

根拠未記載

引用

△

△

△

0.2 0.2 204.559

Hk-Klp7
降下軽石，

火山灰
119ka 時間間隙を均等分配 ▲ 119,000 119,000

0.2-2※4

(約1
※4

)

1-10

3.02

引用

根拠未記載

GIS算出体積

△

△

○

1 1 204.359

Hk-Klp6
降下軽石，

火山灰

120ka

128±11ka

時間間隙を均等分配

引用(FT)

▲

△
120,000 120,000

0.2-2※4

(約1※4)

0.1-1

引用

根拠未記載

△

△

1 1 202.959

大仁黄色

第1軽石
降下軽石

128.5ka

Hk-Klp6～8に対比

堆積速度の内挿

Opxの屈折率
▲ Hk-Klp6～8に対比 － － － － － － －

Hk-Klp5
降下軽石，

火山灰
121ka 時間間隙を均等分配 ▲ 121,000 121,000 0.2？※4 根拠未記載 △ 0.2 0.2 199

Hk-Klp4
降下軽石，

火山灰

122ka

132ka

時間間隙を均等分配

堆積速度の外挿

▲

▲
122,000 122,000 0.2？※4 根拠未記載 △ 0.2 0.2 198.8

Hk-Klp3
降下軽石，

火山灰
123ka 時間間隙を均等分配 ▲ 123,000 123,000 0.2？※4 根拠未記載 △ 0.2 0.2 198.6

Hk-Klp2
降下軽石，

火山灰
124ka 時間間隙を均等分配 ▲ 124,000 124,000 0.2？※4 根拠未記載 △ 0.2 0.2 197.15

Hk-Klp1
降下軽石，

火山灰
124.5ka 時間間隙を均等分配 ▲ 124,500 124,500 0.2？

※4 根拠未記載 △ 0.2 0.2 196.95

浅間山溶岩

グループ
溶岩流 110～120ka 時間間隙を均等分配 ▲ 110,000-120,000 110,000-120,000 0.395

※4 分布面積と層厚から算出 ○ 0.395 0.4 203.359

弁天山溶岩 溶岩流 120ka 時間間隙を均等分配 ▲ 120,000 120,000 0.009
※4 分布面積と層厚から算出 ○ 0.009 0.009 201.959

鷹巣山山頂溶岩

ドーム・火砕流堆

積物

溶岩ドーム，

火砕流
120ka 時間間隙を均等分配 ▲ 120,000 120,000 0.012※4 分布面積と層厚から算出

円錐近似
○ 0.012 0.01 201.95

碓氷峠

上部溶岩
溶岩流

0.12±0.01Ma

120.5ka

K-Ar年代

時間間隙を均等分配

◎

▲
120,500 120,500

宮ノ下溶岩 溶岩流
碓氷峠上部溶岩と同時期

120.5ka

岩質の類似性

時間間隙を均等分配

▲

▲
120,500 120,500

碓氷峠

下部溶岩
溶岩流

鷹巣山溶岩と同時期

121ka

岩質の類似性

時間間隙を均等分配

▲

▲
121,000 121,000

鷹巣山溶岩
溶岩流，凝灰

角礫岩
121ka 時間間隙を均等分配 ▲ 121,000 121,000

湯本茶屋

溶岩
溶岩流 122ka 時間間隙を均等分配 ▲ 122,000 122,000

湯場溶岩 溶岩流 123ka 時間間隙を均等分配 ▲ 123,000 123,000

真鶴軽石層
降下火砕物(一部溶

結)，軽石流

0.13Ma頃

125ka

143±11ka

147±9ka

125-130ka

引用

時間間隙を均等分配

引用(FT)

引用(FT)

層序

△

▲

△

△

▲

125,000 125,000
0.2

※4

約2.5

1-10

引用

根拠未記載

不明

△

△

△

0.2 0.2 196.75

畑宿火砕流 火砕流 130ka 根拠未記載 △ 130,000 130,000

畑宿溶岩 溶岩流 130ka 根拠未記載 △ 130,000 130,000

80,000-100,000

1.4※4

1.253※4

0.03
※4

80,000-100,000

○

分布面積と層厚から算出

分布面積と層厚から算出

分布面積と層厚から算出

分布面積と層厚から算出

1.542※4

火山体:

17km3※6

テフラ:

39km3※6

1.542

1.4

1.253

0.03

○

○

○

0.03

201.94

200.4

198.4

196.55

1.54

1.4

1.25
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箱根函南火砕

流,TB-1火砕流
火砕流 不明 － － － 不明 － － － － －

神山溶岩
溶岩流，

溶岩ドーム
不明 － － － 不明 － － － － －

東山溶岩 溶岩流 不明 － － － 不明 － － － － －

仙石火山体
溶岩流,凝灰角礫岩,

火山角礫岩
不明 － － － － －

寒沢溶岩

グループ

溶岩流，スコリア質

火山角礫岩
不明 － － － － －

幕山溶岩
溶岩流，溶岩

ドーム

0.15～0.14Ma

0.14±0.01Ma

層序，K-Ar

K-Ar年代

●

◎
140,000-150,000 不明 － － － － －

真鶴溶岩

グループ

溶岩流，溶岩

ドーム群

0.15～0.14Ma

0.15±0.01Ma

層序，K-Ar(土屋ローム層後期と同時期)

K-Ar年代

●

◎
150,000 不明 － － － － －

土屋ローム層期

多摩TAuテフラ
降下火砕物

MIS6以降
真鶴溶岩グループの下位

層序

層序

▲

▲

160,000

(層序から推定)
160,000

1〜5
※4

5〜10※4

各等層厚線から推定

(最大)

△

△
不明 － －

多摩TAm-5

降下軽石
MIS6 層序 ▲ 135,000頃 135,000頃

>10

≧10

>5

引用

引用

根拠未記載

△

△

△

6 6 196.52

多摩TAm-4

降下軽石
MIS6 層序 ▲ 135,000頃 135,000頃 <5 根拠未記載 △ 3 3 190.52

多摩TAm-1　軽石流,

降下火砕物

約18万年前

約21万年前

MIS7.1直後〜6

層序

引用(FT)

層序

▲

△

▲

180,000 180,000

>10

8

>5

引用

引用

根拠未記載

△

△

△

4.8 4.8 187.52

多摩Tal

テフラ
降下火砕物 MIS7.1,MIS7.3以降 層序 ▲ 214,000以降 不明 － － － － －

Tm-45
火砕流，

降下火砕物
不明 － － － 不明 － － － － －

本小松溶岩

グループ

溶岩流，アグル

チネート

0.18～0.15Ma

0.20±0.01Ma

層序，K-Ar

K-Ar年代

●

◎
150,000-180,000 不明 － － － － －

白磯溶岩グ

ループ

溶岩流,火山角礫岩,

凝灰角礫岩，降下火

砕物(一部溶結)

0.18～0.15Ma
層序，K-Ar(七国峠ローム層〜土屋ロー

ム層期のテフラと同時期)
● 150,000-180,000 不明 － － － － －

深沢溶岩

グループ

溶岩流,火山角礫岩,

凝灰角礫岩，降下火

砕物(一部溶結)

0.22～0.18Ma

0.26±0.01Ma

層序，K-Ar(早田ローム層期Tm-21挟在)

K-Ar年代(丸岳西)

●

△
180,000-220,000 不明 － － － － －

岩溶岩

グループ

溶岩流,火山角礫岩，

降下火砕物(一部溶

結)

0.22～0.18Ma
層序，K-Ar(早田ローム層中〜上部と同

時期：Tm-8,17挟在)
● 180,000-220,000 不明 － － － － －

大猿山溶岩

グループ

成層火山,単成火山：

溶岩流,凝灰角礫岩,

火山角礫岩

約0.23Ma 層序，K-Ar(早田ローム層期初期に挟在) ● 230,000 不明 － － － － －

多摩TB-14

降下軽石
MIS7.1 or MIS7.3 引用(層序) ▲ 214,000 不明 － － － － －

多摩TB-13　軽石流,

降下火砕物
194±14ka 引用(FT) △

215,600

(時間間隙を均等分配)
215,600 >5 根拠未記載 △ 3 3 182.72

多摩TB-12

降下火砕物
不明 － －

217,200

(時間間隙を均等分配)
不明 － － － － －

多摩TB-11

降下火砕物
不明 － －

218,800

(時間間隙を均等分配)
不明 － － － － －

多摩TB-8

降下火砕物
不明 － －

223,600

(時間間隙を均等分配)
223,600 <5 根拠未記載 △ 3 3 179.72

多摩TB-7

降下火砕物
225±25ka 引用(FT) ○ 225,000

130,000-650,000(古期カル

デラの形成以前の活動期を包含)
不明 － － － － －

多摩TB-1　軽石流

降下軽石

MIS7.3 or MIS7.5

234±123ka

246±12ka

引用(層序)

引用(FT)

引用(FT)

▲

○

○

234,000 234,000

>10

5

>5

引用

引用

根拠未記載

△

△

△

3 3 176.72

多摩Tcu

テフラ

降下軽石，

スコリア

0.24Ma

0.25～0.27Ma

層序(Tcu-2)

層序(Tcu-1)

●

●
260,000 260,000

>10

6

>5

引用(TCu-1)

引用(TCu-1)

根拠未記載(TCu-1)

△

△

△

3.6 3.6 173.72

藤沢ローム層期

初期,

早田ローム層期

下庭ローム層期

降下火砕物
江の浦溶岩グループ

を覆う

層序，

岩質の類似性
▲ 230,000-250,000以降 不明 － － － － －

江の浦溶岩

グループ

溶岩流,スコリア質凝

灰角礫岩,

火山角礫岩

0.25～0.23Ma

0.21±0.02Ma

引用(K-Ar),層序

上位に(阿多-鳥浜

●

△
230,000-250,000 不明 － － － － －

根府川溶岩

グループ

溶岩流,火山角礫岩,

スコリア丘,降下火砕

物(一部溶結)

0.3～0.25Ma(米神溶岩

グループに挟在)
層序 ● 250,000-300,000 不明 － － － － －

海ノ平火山体

（上部）

溶岩流,凝灰角礫岩,

火山角礫岩
不明 － － － － －

海ノ平火山体

（下部）

溶岩流,凝灰角礫岩,

火山角礫岩
不明 － － － － －

米神溶岩

グループ

溶岩流,凝灰角礫岩,

火山角礫岩
不明 － － － 不明 － － － － －

明神ヶ岳山頂

溶岩グループ
不明 － － － － －

明神ヶ岳南東

溶岩グループ
不明 － － － － －

明神ヶ岳

溶岩グループ
不明 － － － － －

板屋窪

溶岩グループ

溶岩流，

降下スコリア
不明 － － － － －

長尾峠溶岩

グループ

溶岩流，スコリア質

火山角礫岩，降下火

砕物(一部溶結)

丸岳火山体に狭在 層序 ▲ 230,000-270,000 不明 － － － － －

丸岳火山体
溶岩流,凝灰角礫岩,

火山角礫岩
0.27～0.23Ma 層序 ● 230,000-270,000 不明 － － － － －

多摩TCl

テフラ
降下火砕物

0.29～0.25Ma

243±18ka

引用(層序)

引用(FT:TCI-4)

●

△
270,000 270,000

<5

<5

根拠未記載(TCI-6)

根拠未記載(TCI-4)

△

△
6 6 170.12

多摩Tdu

テフラ
降下火砕物

290-300ka以降

MIS9.1

層序(TDu7,8)

層序

▲

▲
290,000以降 不明 － － － － －

火山体:

210km3※6

テフラ:

40km3※6

130,000-180,000

270,000前後

230,000-270,000

多摩Tam

テフラ

多摩TB

テフラ

溶岩流

凝灰角礫岩

火山角礫岩

降下スコリア

●

●

●

0.18～0.13Ma 層序，K-Ar

0.27Ma前後 層序

0.27～0.23Ma 層序

130,000-650,000

(古期カルデラの形成以

前の活動期を包含)

130,000-650,000

(古期カルデラの形成以

前の活動期を包含)

130,000-650,000

(古期カルデラの形成以

前の活動期を包含)

130,000-650,000

(古期カルデラの形成以

前の活動期を包含)



第 14－1 表 続き 
雑色ローム層期 降下火砕物 0.35-0.27Ma 岩質で対比 ▲ 270,000-350,000 不明 － － － － －

堀木沢溶岩

グループ

溶岩流,凝灰角礫岩,

火山角礫岩,最下部に

降下テフラ

0.3Ma テフラとの対比 ▲ 300,000 不明 － － － － －

深良火山体
溶岩流,凝灰角礫岩,

火山角礫岩
0.3～0.27Ma 侵食の程度 ▲ 270,000-300,000 不明 － － － － －

山伏峠火山体
溶岩流，

凝灰角礫岩
0.3～0.27Ma 侵食の程度 ▲ 270,000-300,000 不明 － － － － －

白糸川溶岩

グループ
溶岩流

0.33～0.3Ma

0.34±0.01Ma

0.32±0.02Ma

層序，K-Ar

K-Ar年代

K-Ar年代

●

◎

◎

300,000-330,000 不明 － － － － －

明星ヶ岳

火山体(上部)

溶岩流,凝灰角礫岩,

火山角礫岩
不明 － － － － －

明星ヶ岳

火山体(中部)

溶岩流,凝灰角礫岩,

火山角礫岩
不明 － － － － －

明星ヶ岳

火山体(下部)
溶岩流 不明 － － － － －

乙女峠溶岩

グループ

溶岩流,スコリア質火

山角礫岩,降下スコリ

ア,凝灰角礫岩

金時溶岩グループに狭

在
層序 ▲ 300,000-350,000 不明 － － － － －

金時山溶岩

グループ

溶岩流,凝灰角礫岩,

火山角礫岩

0.35～0.3Ma

0.2±0.02Ma(金時山山

頂部の岩脈)

引用(K-Ar,層序)

K-Ar年代

●

△ 300,000-350,000 不明 － － － － －

湯河原火山体
溶岩流,凝灰角礫岩,

火山角礫岩

0.4～0.35Ma

0.38±0.02Ma

0.23±0.04Ma

0.34±0.01Ma

0.26±0.03Ma

引用(層序,K-Ar*9）

K-Ar年代

K-Ar年代

K-Ar年代

K-Ar年代

●

◎

△

◎

350,000-400,000 350,000-400,000 2
※6 根拠未記載 △ 1.52 1.52 161.12

苅野溶岩

グループ

溶岩流，アグル

チネート

0.35～0.27Ma

0.26±0.01Ma

引用(層序，K-Ar)

K-Ar年代

●

◎
270,000-350,000 不明 － － － － －

大唐沢溶岩

グループ

溶岩流,凝灰角礫岩,

火山角礫岩

狩川溶岩グループと

同時期
岩質の類似性 ▲ 350,000-500,000 不明 － － － － －

TDlテフラ 降下火砕物 0.328Ma以降 層序 ▲ 328,000以降 328,000 <5 根拠未記載(TDl-6) △ 3 3 164.12

多摩TE-6 降下軽石 350ka(TE-5)以降 層序 ▲ 350,000以降 不明 － － － － －

多摩TE-4 降下軽石 350ka(TE-5)以前 層序 ▲ 350,000以降 不明 － － － － －

多摩TE-3 降下軽石 不明 － － － 不明 － － － － －

多摩TE-1 降下軽石 不明 － － － 不明 － － － － －

港南1 降下軽石 約0.4Ma 層序 ▲ 400,000 不明 － － － － －

狩川溶岩

グループ

溶岩流,凝灰角礫岩,

火山角礫岩,降下火砕

物

0.5～0.35Ma

TE-5を覆う
層序 ▲ 350,000-500,000 不明 － － － － －

ニセムラサ

キ
降下軽石 MIS13 引用：層序 ▲ 約482,000 不明 － － － － －

下倉田

ガラパミ
降下軽石 MIS13 引用：層序 ▲ 約482,000 不明 － － － － －

鍛冶屋流紋岩 溶岩ドーム

0.5～0.35Ma

0.39Ma

約0.3Ma

引用(FT)

FT年代(未較正)

引用(K-Ar)

△

△

△

350,000-500,000 不明 － － － － －

上多賀流紋岩 溶岩ドーム

0.5～0.35Ma

0.51Ma

約0.45Ma

引用：FT年代

FT年代(未較正)

引用(Ar-Ar)

△

△

◎

350,000-500,000 不明 － － － － －

日金流紋岩 溶岩ドーム

0.5～0.35Ma

0.57Ma

0.26±0.04Ma

約0.4～0.35Ma

引用：FT年代

FT年代(未較正)

FT年代

引用(K-Ar)

△

△

△

◎

350,000-500,000 不明 － － － － －

軽井沢溶岩流

伊豆山溶岩流
溶岩ドーム 不明 － － － 不明 － － － － －

畑宿溶岩

グループ

溶岩流,凝灰角礫岩,

火山角礫岩
0.65Ma K-Ar年代 ○ 650,000 不明 － － － － －

天昭山溶岩

グループ

溶岩流,凝灰角礫岩,

火山角礫岩
0.65Ma K-Ar年代 ○ 650,000 不明 － －

159.6(山体;活動

期を包含)
159.6 159.6

※1：階段図等から読み取った年代

※2：暦年較正にはCalib7を使用した

130,000-650,000

(古期カルデラの形成以

前の活動期を包含)

300,000頃

※4：文献中でDRE換算されている値

※5：階段図等から読み取った体積

※6：第四紀火山カタログ委員会編(1999)より引用

※7：第四紀火山カタログと文献の体積の差分

注4）：DRE換算は火砕流：1.2g/cm
3
（溶結：1.6），

降下火砕物：1.5g/cm
3
，成層火山：1.9g/cm

3
,

溶岩：2.5g/cm3を用いた(Umeda et al, 2013)

○：信頼度高い

△：信頼度低い

×：文献を基に推定した

・放射年代：◎査読付論文，○講演要旨等(査読なし)，

△層序と矛盾,試料・測定に疑問,根拠未記載

・堆積速度の内挿，時間間隙を均等分配：

●上下層が放射年代で規定，▲上下層が未規定

・古文書解析，近代観測：◎　・本調査内で文献を基に推定：×

※3：文献の暦年代が層序と矛盾する場合，Calib7で較正し直した

注1）：名称については，より新しい知見に基づく

注2）：測定誤差の小さいものを選出した

注3）：幅がある場合には中央値を採用した

約0.3Ma 層序，浸食程度 ▲

130,000-650,000

(古期カルデラの形成以

前の活動期を包含)

130,000-650,000

(古期カルデラの形成以

前の活動期を包含)



第 14－2 表（1） 活動履歴帳票（箱根火山） 

　

主要参考文献　Kobayashi(2009)，長井・高橋(2008)

活動期 噴出物 マグマ種類 噴火様式 年代 根拠 引用信頼度 根拠 引用 信頼度

箱根大涌谷テフラ5 玄武岩質安山岩 水蒸気爆発：降下火山灰

AD1045-1094

AD1120-1141

AD1147-1219

(直下)

12世紀後半から13

世紀(Hk-Ow5-3)

14
C年代

14C年代
14
C年代

14
C年代

*15

*15

*15

*15

◎

◎

◎

◎

－ － － －

箱根大涌谷テフラ4 － 水蒸気爆発：降下火山灰

AD1044-1103

AD1118-1143

AD1146-1215

AD1175-1271

14
C年代

14
C年代

14
C年代

14
C年代

*15

*15

*15

*15

◎

◎

◎

◎

－ － － －

箱根大涌谷テフラ3 － 水蒸気爆発：降下火山灰

AD1166-1260

AD1209-1276

AD581～660(直下)

14
C年代

14C年代
14
C年代

*15

*15

*15

◎

◎

△

－ － － －

箱根大涌谷テフラ2 －
マグマ水蒸気爆発：

降下火山灰,土石流,火砕サージ
約2ka 層序 *15 ● － － － －

箱根大涌谷テフラ1 －
水蒸気爆発：

降下火山灰,土石流
約3ka 層序 *15 ● － － － －

箱根冠ヶ岳テフラ － 火砕流
2720±70yBP

2900±100yBP

14C年代

引用(
14
C)

*19

*19

◎

◎
0.003 分布面積と層厚から算出 *14 ○

冠ヶ岳溶岩ドーム － 溶岩ドーム 3ka 層序,
14
C *3 ▲ 0.008 円錐近似 *14 ○

箱根神山岩屑なだれ － 岩屑なだれ 3100±90yBP 引用(
14
C) *12 ○ － － － －

箱根二子山テフラ(Hk-Ft)

(二子山爆発角礫層)
－ 火砕流

4840±120yBP

4900±90yBP
引用(

14
C)

引用(
14
C)

*12

*12

○

○
<0.001 分布面積と層厚から算出 *14 ○

二子山溶岩ドーム － 溶岩ドーム 5ka頃 引用 *3 △ 0.342 円錐近似 *14 ○

箱根神山5テフラ(Hk-Km5) 安山岩 火砕流
7000±100yBP

7130±90yBP
14C年代 *19

◎

◎
0.002 分布面積と層厚から算出 *14 ○

神山山頂溶岩ドーム 安山岩 溶岩ドーム 7ka 層序 *14 ● 0.045 円錐近似 *14 ○

信濃屋火砕流堆積物 安山岩 火砕流 17,920±320yBP 14C年代 *18 ○ － － － －

箱根神山4テフラ(Hk-Km4) 安山岩 火砕流 19,460±550yBP 引用(14C) *16 ◎ <0.001 分布面積と層厚から算出 *14 ○

神山北溶岩ドーム 安山岩 溶岩ドーム 19ka 層序 *14 ▲ 0.14 円錐近似 *14 ○

小涌谷溶岩 安山岩 溶岩流
神山北溶岩ドーム

と同時期
根拠未記載 *17 △ － － － －

箱根駒ケ岳テフラ(Hk-Ko) 安山岩 火砕流 0.003 分布面積と層厚から算出 *14 ○

駒ケ岳山頂溶岩ドーム 安山岩 溶岩ドーム 0.65 円錐近似 *14 ○

箱根双子山山崎火砕流堆積物 安山岩 火砕流
20ka

24.4cal ka

14
C年代

14
C年代

*11

*11

◎

◎
不明 － － －

箱根神山3テフラ(Hk-Km3) 安山岩 火砕流 22,330±170yBP 14
C年代 *19 ◎ 0.024 分布面積と層厚から算出 *14 ○

神山南溶岩ドーム 安山岩 溶岩ドーム，溶岩流
22ka

Hk-Koと同時期

層序

根拠未記載

*14

*17

▲

△
0.569

分布面積と層厚から

算出，円錐近似
*14 ○

姥子溶岩ドーム 安山岩 溶岩ドーム Hk-Km3と同時期 根拠未記載 *17 △ 不明 － － －

箱根神社溶岩 安山岩 溶岩流 Hk-Km3と同時期 根拠未記載 *17 △ 不明 － － －

陣笠山溶岩(,湖尻溶岩) 安山岩 溶岩流
22ka

Hk-Km3と同時期

層序

根拠未記載

*14

*17

▲

△
0.272 分布面積と層厚から算出 *14 ○

箱根駒ケ岳テフラ(Hk-Ko) 安山岩 火砕流 約27ka 層序,堆積速度の内挿 *14 ▲ 0.018 分布面積と層厚から算出 *14 ○

元箱根溶岩 安山岩 溶岩流
約27ka

Hk-Km3と同時期

層序

根拠未記載

*14

*17

▲

△

蛸川溶岩 安山岩 溶岩流 Hk-Koと同時期 層序 *14 ▲

坊ヶ沢溶岩ドーム 安山岩 溶岩ドーム Hk-Koと同時期 根拠未記載 *17 △ 不明 － － －

樹木園溶岩 安山岩 溶岩流 Hk-Koと同時期 根拠未記載 *17 △ 不明 － － －

箱根園溶岩 安山岩 溶岩流 Hk-Koと同時期 根拠未記載 *17 △ 不明 － － －

国際村溶岩 安山岩 溶岩流 Hk-Koと同時期 根拠未記載 *17 △ 不明 － － －

箱根芦之湯テフラ(Hk-As) 安山岩 火砕流 約30ka 堆積速度の内挿 *12 ▲ 不明 － － －

芦之湯溶岩ドーム 安山岩 溶岩ドーム 約30ka 層序 *14 ▲ 0.016 円錐近似 *14 ○

湯ノ花溶岩 安山岩 溶岩流
約30ka（芦之湯溶岩

ドームと同時期）
層序 *17 ▲ 不明 － － －

箱根神山2テフラ(Hk-Km2) 安山岩 火砕流 約39ka 堆積速度の内挿 *12 ▲ <0.001 分布面積と層厚から算出 *14 ○

南長尾溶岩 安山岩 溶岩流 約39ka 層序 *14 ▲ 0.033 分布面積と層厚から算出 *14 ○

箱根神山1テフラ(Hk-Km1)
玄武岩質安山岩～

安山岩
火砕流 約40ka 堆積速度の内挿 *12 ▲ 0.017 分布面積と層厚から算出 *14 ○

上湯場溶岩 安山岩 溶岩流

駒ケ岳南西溶岩 安山岩 溶岩流

笛塚溶岩 安山岩 溶岩流

早雲山溶岩ドーム 安山岩 溶岩ドーム，溶岩流

丸山溶岩ドーム 安山岩 溶岩ドーム

台ヶ岳溶岩ドーム 安山岩 溶岩ドーム 40ka 層序 *14 ▲ 0.178 分布面積と層厚から算出 *14 ○

小塚山溶岩ドーム 安山岩 溶岩ドーム 40ka 層序 *14 ▲ 0.04 分布面積と層厚から算出 *14 ○

早川泥流堆積物 － 泥流

35ka

41ka

18,560±510yBP

引用

堆積速度の内挿

引用(
14
C)

*3

*12

*12

△

▲

△

－ － － －

箱根中央火口丘7テフラ
安山岩～

流紋岩
準プリニー式：降下火砕物 約41ka 堆積速度の内挿 *12 ▲ 0.004 早川法 *16 ○

箱根中央火口丘6テフラ
安山岩～

流紋岩
準プリニー式：降下火砕物 約42ka 堆積速度の内挿 *12 ▲ 0.004 早川法 *16 ○

箱根中央火口丘5bテフラ

箱根中央火口丘5aテフラ

安山岩～

流紋岩
準プリニー式：降下火砕物 約44ka 堆積速度の内挿 *12 ▲ 0.008 早川法 *16 ○

箱根中央火口丘4テフラ

（箱根三島軽石）

安山岩～

流紋岩
準プリニー式：降下火砕物 約45ka 堆積速度の内挿 *12 ▲

0.1

0.1-1

0.23

早川法

根拠未記載

GIS算出体積

*16

*10

*21

○

△

○

箱根中央火口丘3テフラ
安山岩～

流紋岩
準プリニー式：降下火砕物 約46ka 堆積速度の内挿 *12 ▲

0.02

0.1-1

早川法

根拠未記載

*14

*10

○

△

箱根中央火口丘2テフラ
安山岩～

流紋岩
準プリニー式：降下火砕物 約47ka 堆積速度の内挿 *12 ▲ 0.004 早川法 *16 ○

箱根中央火口丘1テフラ
安山岩～

流紋岩
準プリニー式：降下火砕物 約49ka 堆積速度の内挿 *12 ▲

0.162

0.1-1

0.25

早川法

根拠未記載

GIS算出体積

*14

*10

*21

○

△

○

箱根三色旗軽石層（Hk-SP）
安山岩～

流紋岩
準プリニー式：降下火砕物 約52ka 堆積速度の内挿 *12 ▲

0.052

0.1-1

0.1

早川法

根拠未記載

GIS算出体積

*16

*10

*21

○

△

○

先神山テフラ －
降下軽石，火山砂

溶岩流，火砕流
約58ka 層序 *12 ▲ 不明 － － －

湖尻溶岩

諏訪原テフラ
安山岩 溶岩流

約58ka

0.07±0.01Ma

引用(層序)

K-Ar年代

*14

*9

▲

◎
0.4

分布面積と層厚から

算出(溶岩流)
*14 ○

東京軽石流堆積物(Hk-TPfl)

東京軽石層（Hk-TP）

安山岩～

流紋岩

火砕流，火砕サージ

降下火砕物

0.06Ma

52,210±970yBP

51,090±830yBP

54,060±1190yBP

53,700±970yBP

51,780±1020yBP

51,560±790yBP

66ka

根拠未記載
14C年代
14C年代
14C年代
14C年代
14C年代
14C年代

層序

*3

*13

*13

*13

*13

*13

*13

*10

△

△

△

△

△

△

△

●

約5.6

1

14

10-100

5.65

引用(火砕流)

引用(テフラ)

引用(TP-OP)

根拠未記載(各々)

GIS算出体積(軽石)

*14

*14

*1

*10

*21

△

△

△

△

○

三浦軽石層(Hk-MP，Hk-Mpfl) － 降下軽石，軽石流 65ka
時間間隙を

均等分配？
*14 ▲

0.2-2

(約1)

0.1-1

引用

根拠未記載

*14

*10

△

△

安針軽石層（Hk-AP） － 降下軽石 70ka 層序 *10 ▲
0.2-2

(約1)

0.1-1

引用

根拠未記載

*14

*10

△

△

小原台軽石層（Hk-OP）

小原台火砕流（Hk-Opfl）
流紋岩 降下軽石，火砕流

80～85ka

80ka
層序
根拠未記載(火砕流)

*10

*17

▲

△

0.6

約2.4

1-100

2.45

引用(軽石)

面積と層厚(火砕流)

根拠未記載(合計)

GIS算出体積

*14

*14

*10

*21

△

○

△

○

箱根Da-5軽石 － 降下軽石 88.5ka 堆積速度の内挿 *4 ▲

4.6×

1011㎏

0.22

早川法

GIS算出体積

*20

*21

○

○

ステージ7：

後期中央

火口丘形成期

(0.04Ma

以降)
*3

中央火口丘

形成期
*14

ステージ6：

爆発的噴火期

*3(0.08～

0.04Ma
*3
)

新期カルデラ

形成期

(火砕流噴火)
*14

145km3※1

火山

体:

3.8
km3※1

テフ

ラ:

2.8
km3※1

145
km3※1

台ヶ岳

小塚山

大涌谷

テフラ群

(Hk-Ow)*15

冠ヶ岳

(Hk-Kn)

新期神山

火山体

双子山

データベース(DB)等による年代・体積

双子山

△

●

△

新期神山

火山体

引用

引用(14C，層序)

根拠未記載

*3

*12

*17

駒ケ岳

【年代】0.65Ma～現在(AD1300)　【体積】457.6km
3

引用DB　日本の火山(http://gbank.gsj.jp/volcano/)

　　　【年代】西来ほか編(2014)，中野ほか編(2013)

　　　【体積】第四紀火山カタログ委員会編(1999)

噴火史の概略

体積 注)

DRE(km3
)

14.箱根火山

分布面積と層厚

から算出
*14

細分・別称

新期神山

火山体

新期神山

火山体

双子山

○
駒ケ岳

芦之湯

溶岩円頂丘

古期神山

火山体

35ka頃以降

約40ka

引用

層序

*3

*14
1.636

△

▲

分布面積と層厚

から算出，円錐

近似

*14 ○

0.51

陣笠山

27〜20ka

約20～18ka

Hk-Km3と同時期

箱根

中央火口丘

(Hk-CC)
テフラグループ

0.06〜0.04Ma
*3

(中央火口丘

形成期*14)

先神山火山体

(中央火口丘

形成期
*14

)

箱根東京

テフラ

(強羅カルデラ

形成)
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屏風山溶岩 デイサイト 溶岩流
80～100ka

0.08±0.01Ma

引用

K-Ar年代

*14

*9

△

◎
0.246 分布面積と層厚から算出 *14 ○

二子山下部溶岩 デイサイト 溶岩流 80～100ka 引用 *14 △ 0.023 分布面積と層厚から算出 *14 ○

Hk-Kmp12
デイサイト

～流紋岩
降下軽石 100ka 引用 *14 △ 0.2？ 根拠未記載 *14 △

Hk-Kmp11
デイサイト

～流紋岩
降下軽石 101ka 時間間隙を均等分配 *14 ▲ 0.2？ 根拠未記載 *14 △

Hk-Kmp10
デイサイト

～流紋岩
降下軽石 102ka 時間間隙を均等分配 *14 ▲ 0.2？ 根拠未記載 *14 △

Hk-Kmp9(Hk-Da4)
デイサイト

～流紋岩
降下軽石

103ka

103.5ka

時間間隙を均等分配

堆積速度の外挿

*14

*4

▲

▲
0.2？ 根拠未記載 *14 △

Hk-Kmp8
デイサイト

～流紋岩
降下軽石 104ka 時間間隙を均等分配 *14 ▲ 0.2？ 根拠未記載 *14 △

Hk-Kmp7
デイサイト

～流紋岩
降下軽石 105ka 時間間隙を均等分配 *14 ▲

0.5

1-10

2.5

1.24

引用

根拠未記載

引用

GIS算出体積

*14

*10

*1

*21

△

△

△

○

Hk-Kmp6
デイサイト

～流紋岩
降下軽石 106ka 時間間隙を均等分配 *14 ▲

0.2-2

(約1)

1-10

引用

根拠未記載

*14

*10

△

△

Hk-Kmp5
デイサイト

～流紋岩
降下軽石 107ka 時間間隙を均等分配 *14 ▲

0.2-2

(約1)

1-10

引用

根拠未記載

*14

*10

△

△

Hk-Kmp4
デイサイト

～流紋岩
降下軽石 108ka 時間間隙を均等分配 *14 ▲ 0.2？ 根拠未記載 *14 △

Hk-Kmp3
デイサイト

～流紋岩
降下軽石 109ka 時間間隙を均等分配 *14 ▲ 0.2？ 根拠未記載 *14 △

Hk-Kmp2
デイサイト

～流紋岩
降下軽石 109.5ka 時間間隙を均等分配 *14 ▲ 0.2？ 根拠未記載 *14 △

Hk-Kmp1
デイサイト

～流紋岩
降下軽石

110ka

98±12ka

時間間隙を均等分配

引用(FT)

*14

*1

▲

○

0.6

1-10

3

6.03

引用

根拠未記載

引用

GIS算出体積

*14

*10

*1

*21

△

△

△

○

小規模火砕流 － 火砕流 不明
吉沢ローム層期下部〜中

部(一部対比可)
*3 － 不明 － － －

Hk-Klp15
デイサイト

～流紋岩
降下軽石，火山灰 111ka 時間間隙を均等分配 *14 ▲ 0.2？ 根拠未記載 *14 △

Hk-Klp14
デイサイト

～流紋岩
降下軽石，火山灰 112ka 時間間隙を均等分配 *14 ▲ 0.2？ 根拠未記載 *14 △

Hk-Klp13
デイサイト

～流紋岩
降下軽石，火山灰

113ka

117±10ka

時間間隙を均等分配

引用(FT)

*14

*1

▲

○

0.5

1-10

2.5

2.63

引用

根拠未記載

引用

GIS算出体積

*14

*10

*1

*21

△

△

△

○

Hk-Klp12
デイサイト

～流紋岩
降下軽石，火山灰 114ka 時間間隙を均等分配 *14 ▲ 0.2？ 根拠未記載 *14 △

Hk-Klp11

(箱根大仁ピンク軽石)

デイサイト

～流紋岩
降下軽石，火山灰

115ka

124ka

時間間隙を均等分配

堆積速度の外挿

*14

*4

▲

▲
0.2？ 根拠未記載 *14 △

Hk-Klp10

(箱根大仁黄色第二軽石)

デイサイト

～流紋岩
降下軽石，火山灰

116ka

125ka

時間間隙を均等分配

堆積速度の外挿

*14

*4

▲

▲
0.2？ 根拠未記載 *14 △

Hk-Klp9

(箱根D-1軽石)

デイサイト

～流紋岩
降下軽石，火山灰

117ka

126ka

時間間隙を均等分配

堆積速度の外挿

*14

*4

▲

▲

0.2-2

(約1)

0.1-1

引用

根拠未記載

*14

*10

△

△

Hk-Klp8
デイサイト

～流紋岩
降下軽石，火山灰

118ka

132±10ka

時間間隙を均等分配

引用(FT)

*14

*1

▲

△

0.2

1-10

2.5

引用

根拠未記載

引用

*14

*10

*1

△

△

△

Hk-Klp7
デイサイト

～流紋岩
降下軽石，火山灰 119ka 時間間隙を均等分配 *14 ▲

0.2-2

(約1)

1-10

3.02

引用

根拠未記載

GIS算出体積

*14

*10

*21

△

△

○

Hk-Klp6
デイサイト

～流紋岩
降下軽石，火山灰

120ka

128±11ka

時間間隙を均等分配

引用(FT)

*14

*1

▲

△

0.2-2

(約1)

0.1-1

引用

根拠未記載

*14

*10

△

△

大仁黄色第1軽石
デイサイト

～流紋岩
降下軽石

128.5ka

Hk－klp6～8に対比

堆積速度の内挿

Opxの屈折率

*4

*4
▲ － － － －

Hk-Klp5
デイサイト

～流紋岩
降下軽石，火山灰 121ka 時間間隙を均等分配 *14 ▲ 0.2？ 根拠未記載 *14 △

Hk-Klp4

(大仁青色軽石？)

デイサイト

～流紋岩
降下軽石，火山灰

122ka

132ka

時間間隙を均等分配

堆積速度の外挿

*14

*4

▲

▲
0.2？ 根拠未記載 *14 △

Hk-Klp3
デイサイト

～流紋岩
降下軽石，火山灰 123ka 時間間隙を均等分配 *14 ▲ 0.2？ 根拠未記載 *14 △

Hk-Klp2
デイサイト

～流紋岩
降下軽石，火山灰 124ka 時間間隙を均等分配 *14 ▲ 0.2？ 根拠未記載 *14 △

Hk-Klp1
デイサイト

～流紋岩
降下軽石，火山灰 124.5ka 時間間隙を均等分配 *14 ▲ 0.2？ 根拠未記載 *14 △

浅間山溶岩グループ 安山岩 溶岩流 110～120ka 時間間隙を均等分配 *14 ▲ 0.395 分布面積と層厚から算出 *14 ○

弁天山溶岩 デイサイト 溶岩流 120ka 時間間隙を均等分配 *14 ▲ 0.009 分布面積と層厚から算出 *14 ○

鷹巣山山頂溶岩ドーム・

火砕流堆積物
流紋岩 溶岩ドーム，火砕流 120ka 時間間隙を均等分配 *14 ▲ 0.012

分布面積と層厚から

算出，円錐近似
*14 ○

碓氷峠上部溶岩 デイサイト 溶岩流
0.12±0.01Ma

120.5ka
K-Ar年代
時間間隙を均等分配

*9

*14

◎

▲

宮ノ下溶岩 デイサイト 溶岩流
碓氷峠上部溶岩と同時期

120.5ka

岩質の類似性
時間間隙を均等分配

*3

*14

▲

▲

碓氷峠下部溶岩 デイサイト 溶岩流
鷹巣山溶岩と同時期

121ka
岩質の類似性
時間間隙を均等分配

*3

*14

▲

▲

鷹巣山溶岩 デイサイト 溶岩流，凝灰角礫岩 121ka 時間間隙を均等分配 *14 ▲

湯本茶屋溶岩 安山岩 溶岩流 122ka 時間間隙を均等分配 *14 ▲

湯場溶岩 安山岩 溶岩流 123ka 時間間隙を均等分配 *14 ▲

真鶴軽石層（MnP）

(下末吉埋没土壌期：

　多摩TAu-12(SB-0))

流紋岩
降下軽石,アグルチネート,

岩片,軽石流

0.13Ma頃

125ka

143±11ka

147±9ka

125-130ka

引用
時間間隙を均等分配

引用(FT)

引用(FT)

層序

*3

*14

*1

*1

*10

△

▲

△

△

▲

0.2

約2.5

1-10

引用

根拠未記載

不明

*14

*1

*10

△

△

△

畑宿火砕流 流紋岩 火砕流 130ka 根拠未記載 *3 △

畑宿溶岩 デイサイト 溶岩流 130ka 根拠未記載 *3 △
○畑宿

ステージ5：

前期中央

火口丘形成期
*3

(0.13～

0.08Ma
*3
)

新期山体

形成期
*14

真鶴

宮ノ下・碓氷

峠(上部)

屏風山

二子山

Hk-kmp，

Hk-kup

テフラ群

(吉沢ローム層

期中部〜上部)

Hk-klp

テフラ群

(吉沢ローム層

期下部)

吉沢ローム層期

下部〜中部

○

1.4 *14
分布面積と層厚

から算出

鷹巣山・碓氷

峠(下部)
○

1.253
分布面積と層厚

から算出
*14 ○

浅間山

弁天山

鷹巣山

分布面積と層厚

から算出

0.03

1.542 *14

湯本茶屋

湯場

火山

体:

17
km3※1

テフ

ラ:

39
km3※1

分布面積と層厚

から算出
*14  
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箱根函南火砕流

TB-1火砕流
－ 火砕流 不明 － － － 不明 － － －

神山溶岩 安山岩 溶岩流，溶岩ドーム 不明 － － － 不明 －

東山溶岩 安山岩 溶岩流 不明 － － － 不明 － － －

仙石火山体

(小規模成層火山体)
玄武岩

溶岩流,凝灰角礫岩,

火山角礫岩
不明 － － －

寒沢溶岩グループ

　火打石岳北西のスコリア

　寒沢玄武岩溶岩

　東山玄武岩質スコリア丘

　558m山ドーム

玄武岩～

安山岩

溶岩流，

スコリア質火山角礫岩
不明 － － －

幕山溶岩
デイサイト

～流紋岩
溶岩流，溶岩ドーム

0.15～0.14Ma

0.14±0.01Ma

層序，K-Ar

K-Ar年代

*3

*9

●

◎
不明 － － －

真鶴溶岩グループ

(土屋ローム層後期と同時期)
安山岩 溶岩流，溶岩ドーム群

0.15～0.14Ma

0.15±0.01Ma

層序，K-Ar

K-Ar年代

*3

*9

●

◎
不明 － － －

土屋ローム層期

多摩TAuテフラ
－ 降下火砕物

MIS6以降

真鶴溶岩グループ

の下位

層序

層序

*1

*3

▲

▲

1〜5

5〜10

各等層厚線から推定

(最大)

*3

*3

△

△

－
多摩TAm-5（Tu-8）

降下軽石
MIS6 層序 *10 ▲

>10

≧10

>5

引用

引用

根拠未記載

*1

*1

*2

△

△

△

－ 多摩TAm-4（Tu-7）降下軽石 MIS6 層序 *10 ▲ <5 根拠未記載 *2 △

－

多摩TAm-1（Tu-1）

プリニー式：

軽石流，降下火砕物

約18万年前

約21万年前

MIS7.1直後〜6

層序

引用(FT)

層序

*10

*1

*1

▲

△

▲

>10

8

>5

引用

引用

根拠未記載

*1

*1

*2

△

△

△

多摩TAlテフラ － 降下火砕物 MIS7.1,MIS7.3以降 層序 *10 ▲ 不明 － － －

Tm-45 － 火砕流，降下火砕物 不明 － － － 不明 － － －

本小松溶岩グループ
デイサイト

～流紋岩
溶岩流，アグルチネート

0.18～0.15Ma

0.20±0.01Ma

層序，K-Ar

K-Ar年代

*3

*9

●

◎
不明 － － －

白磯溶岩グループ

(七国峠ローム層〜土屋ローム

層期のテフラと同時期)

安山岩
溶岩流,火山角礫岩,凝灰角礫

岩，降下火砕物(一部溶結)
0.18～0.15Ma 層序，K-Ar *3 ● 不明 － － －

深沢溶岩グループ

(早田ローム層期Tm-21挟在)

　574m山ドーム

　1094m山ドーム

　東山安山岩質スコリア丘

　丸岳西スコリア丘・溶岩

安山岩～

流紋岩

溶岩流,火山角礫岩,凝灰角礫

岩，降下火砕物(一部溶結)

0.22～0.18Ma

0.26±0.01Ma

層序，K-Ar

K-Ar年代(丸岳

西)

*3

*9

●

△
不明 － － －

岩溶岩グループ

(早田ローム層中〜上部と同時

期：Tm-8,17挟在)

安山岩～

デイサイト

溶岩流,火山角礫岩，

降下火砕物(一部溶結)
0.22～0.18Ma 層序，K-Ar *3 ● 不明 － － －

大猿山溶岩グループ

(早田ローム層期初期に挟在)

玄武岩～

安山岩

小型成層火山，単成火山：

溶岩流,凝灰角礫岩,火山角礫岩
約0.23Ma 層序，K-Ar *3 ● 不明 － － －

－ 多摩TB-14　降下軽石 MIS7.1 or MIS7.3 引用(層序) *1 ▲ 不明 － － －

－
多摩TB-13(Tm-33)

降下火砕物，軽石流
194±14ka 引用(FT) *1 △ >5 根拠未記載 *2 △

－ 多摩TB-12（Tm-31）降下火砕物 不明 － － － 不明 － － －

－ 多摩TB-11　降下火砕物 不明 － － － 不明 － － －

－ 多摩TB-8（TB-8）降下火砕物 不明 － － － <5 根拠未記載 *2 △

－ 多摩TB-7(Tm-18)降下火砕物 225±25ka 引用(FT) *1 ○ 不明 － － －

－
多摩TB-1（Tm-8）

降下軽石，軽石流

MIS7.3 or MIS7.5

234±123ka

246±12ka

引用(層序)

引用(FT)

引用(FT)

*1

*1

*1

▲

○

○

>10

5

>5

引用

引用

根拠未記載

*1

*1

*2

△

△

△

多摩TCuテフラ － 降下軽石，スコリア
0.24Ma

0.25～0.27Ma

層序(Tcu-2)

層序(Tcu-1)

*10

*10

●

●

>10

6

>5

引用(TCu-1)

引用(TCu-1)

根拠未記載(TCu-1)

*1

*1

*2

△

△

△

藤沢ローム層期初期(Tlu-25など)

早田ローム層期(Tm-3など)

下庭ローム期

安山岩〜

デイサイト
降下火砕物

江の浦溶岩グルー

プを覆う

層序，

岩質の類似性
*3 ▲ 不明 － － －

江の浦溶岩グループ
安山岩～

デイサイト

溶岩流,スコリア質凝灰角礫岩,

火山角礫岩

0.25～0.23Ma

0.21±0.02Ma

引用(K-Ar),層序

上位に阿多-鳥浜
*3

●

△
不明 － － －

根府川溶岩グループ

(単成火山群)

安山岩～

デイサイト

溶岩流,火山角礫岩,スコリア丘

降下火砕物(一部溶結)
0.3～0.25Ma(米神溶岩

グループに挟在)
層序 *3 ● 不明 － － －

海ノ平火山体（上部） 玄武岩 溶岩流,凝灰角礫岩,火山角礫岩 不明 － － －

海ノ平火山体（下部） 安山岩 溶岩流,凝灰角礫岩,火山角礫岩 不明 － － －

米神溶岩グループ 玄武岩質安山岩 溶岩流,凝灰角礫岩,火山角礫岩 不明 － － － 不明 － － －

明神ヶ岳山頂溶岩グループ 玄武岩 不明 － － －

明神ヶ岳南東溶岩グループ 安山岩 不明 － － －

明神ヶ岳溶岩グループ
玄武岩～

安山岩
不明 － － －

板屋窪溶岩グループ
安山岩～

デイサイト
溶岩流，降下スコリア 不明 － － －

長尾峠溶岩グループ

(単成火山群)

安山岩～

デイサイト

溶岩流,スコリア質火山角礫岩,

アグルチネート,スコリア丘
丸岳火山体に狭在 層序 *3 ▲ 不明 － － －

丸岳火山体
玄武岩～

安山岩
溶岩流,凝灰角礫岩,火山角礫岩 0.27～0.23Ma 層序 *3 ● 不明 － － －

多摩TClテフラ － 降下火砕物
0.29～0.25Ma

243±18ka

引用(層序)

引用(FT:TCI-4)

*1

*1

●

△

<5

<5

根拠未記載(TCI-6)

根拠未記載(TCI-4)

*2

*2

△

△

多摩TDuテフラ － 降下火砕物
290-300ka以降

MIS9.1

層序(TDu7,8)

層序

*1

*10

▲

▲
不明 － － －

火山

体:

210
km3※1

テフ

ラ:

40
km3※1

ステージ3：

安山岩質

成層火山群・

独立単成

火山群の形成
*3

(0.27～

0.23Ma
*3
)

外輪山形成期
*14

ステージ4：

カルデラ及び

独立単成火山

群形成期
*3

(0.23～

0.13Ma
*3
)

外輪山形成期

(古期カルデ

ラ形成期
*14

)

多摩TBテフラ

明神ヶ岳

火山体

溶岩流，凝灰角礫岩，火山角礫

岩，降下スコリア

0.18～0.13Ma 層序，K-Ar

層序 *3

0.27Ma前後

T-Du

テフラ群

T-Cl

テフラ群

海ノ平火山体

*3

多摩TAmテフラ

T-Auテフラ群

●

●

●

七国峠ローム層期

T-Alテフラ群

T-Am

テフラ群

T-Cuテフラ群

T-Bテフラ群

層序 *3

0.27～0.23Ma
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雑色ローム層期

(雑色ローム層)

安山岩〜

デイサイト
降下火砕物 0.35-0.27Ma 岩質で対比 *3 ▲ 不明 － － －

堀木沢溶岩グループ
安山岩～

デイサイト

溶岩流,凝灰角礫岩,火山角礫岩

最下部に降下テフラ(TⅡ-27?)
0.3Ma テフラとの対比 *3 ▲ 不明 － － －

深良火山体
玄武岩質安山

岩～安山岩
溶岩流,凝灰角礫岩,火山角礫岩 0.3～0.27Ma 侵食の程度 *3 ▲ 不明 － － －

山伏峠火山体 玄武岩 溶岩流，凝灰角礫岩 0.3～0.27Ma 侵食の程度 *3 ▲ 不明 － － －

白糸川溶岩グループ 安山岩 溶岩流

0.33～0.3Ma

0.34±0.01Ma

0.32±0.02Ma

層序，K-Ar

K-Ar年代

K-Ar年代

*3

*9

*9

●

◎

◎

不明 － － －

明星ヶ岳火山体（上部）
玄武岩～

安山岩
溶岩流,凝灰角礫岩,火山角礫岩 不明 － － －

明星ヶ岳火山体（中部）
玄武岩～

安山岩
溶岩流,凝灰角礫岩,火山角礫岩 不明 － － －

明星ヶ岳火山体（下部） 安山岩 溶岩流 不明 － － －

乙女峠溶岩グループ 安山岩
溶岩流,スコリア質火山角礫岩,

降下スコリア，凝灰角礫岩

金時溶岩グループ

に狭在
層序 *3 ▲ 不明 － － －

金時山溶岩グループ 玄武岩 溶岩流,凝灰角礫岩,火山角礫岩

0.35～0.3Ma

0.2±0.02Ma(金時

山山頂部の岩脈)

引用(K-Ar,層序)

K-Ar年代

*3

*9

●

△ 不明 － － －

湯河原火山体
玄武岩～

安山岩
溶岩流,凝灰角礫岩,火山角礫岩

0.4～0.35Ma

0.38±0.02Ma

0.23±0.04Ma

0.34±0.01Ma

引用(層序,K-Ar）

K-Ar年代

K-Ar年代

K-Ar年代

*3

*9

*9

*9

●

◎

△

◎

2 根拠未記載 ※1 △

苅野溶岩グループ
玄武岩～

安山岩
溶岩流，アグルチネート

0.35～0.27Ma

0.26±0.01Ma

引用(層序,K-Ar)

K-Ar年代

*3

*9

●

◎
不明 － － －

大唐沢溶岩グループ 玄武岩 溶岩流,凝灰角礫岩,火山角礫岩
狩川溶岩グループと

同時期
岩質の類似性 *3 ▲ 不明 － － －

TDlテフラ － 降下火砕物 0.328Ma以降 層序 *1 ▲ <5 根拠未記載(TDl-6) *2 △

多摩TE-6 － 降下軽石 350ka(TE-5)以降 層序 *1 ▲ 不明 － － －

多摩TE-4 － 降下軽石 350ka(TE-5)以前 層序 *1 ▲ 不明 － － －

多摩TE-3 － 降下軽石 不明 － － － 不明 － － －

多摩TE-1 － 降下軽石 不明 － － － 不明 － － －

港南1 － 降下軽石 約0.4Ma 層序 *1 ▲ 不明 － － －

狩川溶岩グループ
玄武岩～玄武

岩質安山岩

溶岩流,凝灰角礫岩,火山角礫岩,

降下スコリア，火砕丘

0.5～0.35Ma

TE-5を覆う
層序 *3 ▲ 不明 － － －

ニセムラサキ（Nsm） － 降下軽石 MIS13 引用：層序 *1 ▲ 不明 － － －

下倉田ガラパミ（Sku） 流紋岩 降下軽石 MIS13 引用：層序 *1 ▲ 不明 － － －

鍛冶屋流紋岩 流紋岩 溶岩ドーム

0.5～0.35Ma

0.39Ma

約0.3Ma

引用(FT)

FT年代(未較正)

引用(K-Ar)

*3

*8

*6

△

△

△

不明 － － －

上多賀流紋岩 流紋岩 溶岩ドーム

0.5～0.35Ma

0.51Ma

約0.45Ma

引用：FT年代

FT年代(未較正)

引用(Ar-Ar)

*3

*8

*6

△

△

◎

不明 － － －

日金流紋岩 流紋岩 溶岩ドーム

0.5～0.35Ma

0.57Ma

0.26±0.04Ma

約0.4～0.35Ma

引用：FT年代

FT年代(未較正)

FT年代

引用(K-Ar)

*3

*8

*5

*6

△

△

△

◎

不明 － － －

軽井沢溶岩流

伊豆山溶岩流
流紋岩 溶岩ドーム 不明 － － － 不明 － － －

畑宿溶岩グループ 玄武岩 溶岩流,凝灰角礫岩,火山角礫岩 0.65Ma K-Ar年代 *7 ○ 不明 － － －

天昭山溶岩グループ

（天昭山玄武岩類,

  新崎川溶岩グループ）

玄武岩～

デイサイト
溶岩流,凝灰角礫岩,火山角礫岩 0.65Ma K-Ar年代 *7 ○ 不明 － － －

約0.3Ma

ステージ2：

玄武岩～安山

岩質成層火山

群の形成
*3

(0.35～

0.27Ma
*3
)

外輪山形成期
*14
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　注）DREに換算されている場合は斜体で表記した

信頼度

◎>○>△

・放射年代：◎:査読付論文，○:講演要旨等，

　△:層序と矛盾,試料・測定に疑問,根拠未記載

・堆積速度の内挿,時間間隙を均等分配,層序：

　●:上下層が放射年代で規定,▲:上下層が未規定

・古文書解析，近代観測：◎

層序，浸食程度 *3

T-Eテフラ群

T-Dl

テフラ群

金時火山体

明星ヶ岳

火山体

ステージ1：

初期の陸上

火山活動*3

(0.65～

0.35Ma
*3
)

外輪山形成期
*14

古期外輪山

火山体:

210km3※1

テフラ:

40km3※1

新期外輪山

火山体:17km3※1

テフラ:39km3※1

▲



第 14－2 表（2） 活動履歴帳票（箱根火山） 

14.箱根火山

図 13万年以新の噴出物の年代と体積

（Kobayashi，2009）

表 箱根火山噴出物のK-Ar年代

（袴田，2005）

図 主要研究の活動期区分の対比

（Kobayashi，2009）
図 箱根火山の地質図

（長井・高橋，2008）

図 箱根火山の外輪山体の層序図(左)

箱根火山の中央火口丘期の層序図(右)

（長井・高橋，2008）



第 14－3 表 既存文献における噴出量－時間階段図（箱根火山） 

No マグマ種類 年代
体積

(DRE km3)

1 － 3ka 0.003

－ 3ka 0.008

2 － 5ka <0.001

－ 5ka 0.342

3 － 7ka 0.002

－ 7ka 0.045

－ 19ka <0.001

－ 19ka 0.14

4 － 18〜20ka 0.003

－ 18〜20ka 0.65

5 － 22ka 0.24

－ 22ka 0.569

－ 22ka 0.272

6 － 27ka 0.018

－ 27ka 0.51

－ 30ka 不明

－ 30ka 0.016

－ 39ka <0.001

－ 39ka 0.033

7 － 40ka 0.017

－ 40ka 1.636

－ 40ka 0.178

－ 40ka 0.04

－ 41ka 0.004

－ 42ka 0.004

－ 44ka 0.008

－ 44ka －

8 － 45ka 0.1

－ 46ka 0.02

－ 47ka 0.004Hk-cc2 降下軽石 堆積速度を内挿 引用（早川法） 暦年較正必要

Hk-cc4 降下軽石 堆積速度を内挿 引用(早川法) 暦年較正必要

Hk-cc3 降下軽石，降下火山灰 堆積速度を内挿 引用 暦年較正必要

Hk-cc5b 降下軽石，降下火山灰 堆積速度を内挿 引用(早川法) 暦年較正必要

Hk-cc5a 降下軽石，降下火山灰 堆積速度を内挿 － Hk-cc5bに包含，暦年較正必要

Hk-cc7 降下軽石，降下火山灰 堆積速度を内挿 引用(早川法) 暦年較正必要

Hk-cc6 降下軽石，降下火山灰 堆積速度を内挿 引用(早川法) 暦年較正必要

14.箱根火山 引用文献

Kobayashi(2009)

噴出量-時間階段図

噴出量-時間階段図中の年代値(一覧表)

噴出物名称 噴火様式 根拠 根拠 備考

Hk-Kn ブロックアンドアッシュフロー 14C年代 分布面積と層厚から算出 暦年較正必要

Kn lava dome 溶岩ドーム 層序，14C年代 円錐近似 暦年較正必要

Hk-Ft ブロックアンドアッシュフロー 14C年代 分布面積と層厚から算出 暦年較正必要

Ft lava dome 溶岩ドーム 層序，14C年代 円錐近似 暦年較正必要

Hk-Km5 ブロックアンドアッシュフロー 14C年代 分布面積と層厚から算出 暦年較正必要

Km summit lava dome 溶岩ドーム 層序，14C年代 円錐近似 暦年較正必要

Hk-Km4 ブロックアンドアッシュフロー 14C年代 分布面積と層厚から算出 暦年較正必要

Km north lava dome 溶岩ドーム 層序，14C年代 円錐近似 暦年較正必要

Hk-Ko ブロックアンドアッシュフロー 層序，14C年代 分布面積と層厚から算出 暦年較正必要

Ko summit lave dome etc 溶岩ドーム，溶岩流 層序，14C年代 円錐近似，分布面積と層厚から算出 暦年較正必要

Hk-Km3 ブロックアンドアッシュフロー 14C年代 分布面積と層厚から算出 暦年較正必要

Km south lava dome etc 溶岩ドーム，溶岩流 層序，14C年代 円錐近似，分布面積と層厚から算出 暦年較正必要

Jingasayama lava flow 溶岩流 層序，14C年代 分布面積と層厚から算出 暦年較正必要

Hk-Ko ブロックアンドアッシュフロー 層序 分布面積と層厚から算出 暦年較正必要

Motohakone,Takokawa lava flow 溶岩流 層序 分布面積と層厚から算出 暦年較正必要

Hk-As ブロックアンドアッシュフロー 堆積速度を内挿 － 分布域不明，暦年較正必要

As lava dome 溶岩ドーム 層序 円錐近似 暦年較正必要

Hk-Km2 ブロックアンドアッシュフロー 堆積速度を内挿 分布面積と層厚から算出 暦年較正必要

Minaminagao lava flow etc 溶岩ドーム，溶岩流 層序 円錐近似，分布面積と層厚から算出 暦年較正必要

Hk-Km1 ブロックアンドアッシュフロー 堆積速度を内挿 分布面積と層厚から算出 暦年較正必要

Kamiyuba, Maruyama etc 溶岩流，溶岩ドーム 層序 円錐近似，分布面積と層厚から算出 暦年較正必要

Daigatake lava dome 溶岩ドーム 層序 円錐近似 暦年較正必要

Kozukayama lava dome 溶岩ドーム 層序 円錐近似 暦年較正必要

1.0Ma 現在

全活動期間

(中野ほか編,2013)

(西来ほか編,2014)

噴出量-時間階段図

の対象期間

(Kobayashi,2009)

0.5Ma

0.13Ma

0.65Ma

1
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9 － 49ka 0.162

10 － 52ka 0.052

11 － 58ka 0.4

12 － 60ka 1

12 － 60ka 5.6

13 － 65ka 0.2〜2.0

14 － 70ka 0.2〜2.0

15 － 80〜85ka 3

16 － 80〜100ka 0.246

16 － 80〜100ka 0.023

－ 100ka 0.2

－ 101ka 0.2

－ 102ka 0.2

－ 103ka 0.2

－ 104ka 0.2

－ 105ka 0.5

17 － 106ka 0.2〜2.0

18 － 107ka 0.2〜2.0

－ 108ka 0.2

－ 109ka 0.2

－ 109.5ka 0.2

－ 110ka 0.6

－ 111ka 0.2

－ 112ka 0.2

－ 113ka 0.5

－ 114ka 0.2

－ 115ka 0.2

－ 116ka 0.2

19 － 117ka 0.2〜2.0

－ 118ka 0.2

20 － 119ka 0.2〜2.0

21 － 120ka 0.2〜2.0

－ 121ka 0.2

－ 122ka 0.2

－ 123ka 0.2

－ 124ka 0.2

－ 124.5ka 0.2

－ 110〜120ka 0.395

－ 120ka 0.009

－ 120ka 0.012

22 － 120.5ka 1.542

22 － 120.5ka －

23 － 121ka 1.4

23 － 121ka 〜

24 － 122ka 1.253

24 － 123ka －

－ 125ka 0.2

－ 130ka 0.03

－ 130ka －

Miyanoshita lava 溶岩流 時間間隙を均等分配 － Usuitoge Upper lavaに包含

Takanosuyama summit lava dome 溶岩ドーム，火砕流 時間間隙を均等分配 分布面積と層厚から算出，円錐近似

Usuitoge Upper lava 溶岩流 時間間隙を均等分配 分布面積と層厚から算出

Sengenyama lava flow group 溶岩流 時間間隙を均等分配 分布面積と層厚から算出

Bentenyama lava flow 溶岩流 時間間隙を均等分配 分布面積と層厚から算出

Hk-KlP10 降下火山灰，降下軽石 時間間隙を均等分配 根拠未記載

Hk-KlP9 降下火山灰，降下軽石 時間間隙を均等分配 引用 階段図には数値1を使用？

Hk-KlP12 降下火山灰，降下軽石 時間間隙を均等分配 根拠未記載

Hk-KlP11 降下火山灰，降下軽石 時間間隙を均等分配 根拠未記載

Hk-KlP14 降下火山灰，降下軽石 時間間隙を均等分配 根拠未記載

Hk-KlP13 降下火山灰，降下軽石 時間間隙を均等分配 引用

Hk-KmP1 降下軽石 時間間隙を均等分配 引用

Hk-KlP15 降下火山灰，降下軽石 時間間隙を均等分配 根拠未記載

Hk-KmP3 降下軽石 時間間隙を均等分配 根拠未記載

Hk-KmP2 降下軽石 時間間隙を均等分配 根拠未記載

Hk-KlP1 降下火山灰，降下軽石 時間間隙を均等分配 根拠未記載

Hk-KlP6 降下火山灰，降下軽石 時間間隙を均等分配 引用 階段図には数値1を使用？

Yumotochaya lava 溶岩流 時間間隙を均等分配 分布面積と層厚から算出

Hk-KlP5 降下火山灰，降下軽石 時間間隙を均等分配 根拠未記載

Hk-KlP4 降下火山灰，降下軽石 時間間隙を均等分配 根拠未記載

Hk-KlP3 降下火山灰，降下軽石 時間間隙を均等分配 根拠未記載

Hk-KlP2 降下火山灰，降下軽石 時間間隙を均等分配 根拠未記載

Usuitoge lower lava 溶岩流 時間間隙を均等分配 分布面積と層厚から算出

Takanosuyama lava 溶岩流，火砕岩 時間間隙を均等分配 － Usuitoge lower lavaに包含

Hk-SK 降下軽石 堆積速度を内挿 引用（早川法） 暦年較正必要

pre-Kamiyama 降下火砕物，溶岩流 堆積速度を内挿 分布面積と層厚から算出 体積:溶岩流

Hk-cc1 降下軽石，降下火山灰 堆積速度を内挿 早川法 暦年較正必要

Hk-KmP6 降下軽石 時間間隙を均等分配 引用 階段図には数値1を使用？

Hk-KmP5 降下軽石 時間間隙を均等分配 引用 階段図には数値1を使用？

Hk-KmP8 降下軽石 時間間隙を均等分配 根拠未記載

Hk-KmP7 降下軽石 時間間隙を均等分配 引用

Hk-KmP10 降下軽石 時間間隙を均等分配 根拠未記載

Hk-KmP9 降下軽石 時間間隙を均等分配 根拠未記載

Hk-KmP12 降下軽石 引用 根拠未記載

Hk-KmP11 降下軽石 時間間隙を均等分配 根拠未記載

Byobuyama lava 溶岩流 引用 分布面積と層厚から算出

Futagoyama lower lava 溶岩流 引用 分布面積と層厚から算出

階段図には数値1を使用？

Hk-AP 降下軽石 引用 引用 階段図には数値1を使用？

Hk-OP,Hk-Opfl 降下軽石，火砕流 引用 引用

Hk-KmP4 降下軽石 時間間隙を均等分配 根拠未記載

Hk-TP 降下軽石 引用(14C,層序) 引用

Hk-TPfl 火砕流 引用(14C,層序) 引用

Hk-MP,Hk-MPfl 降下軽石，火砕流 時間間隙を均等分配 引用

Hk-KlP8 降下火山灰，降下軽石 時間間隙を均等分配 引用

Hk-KlP7 降下火山灰，降下軽石 時間間隙を均等分配 引用 階段図には数値1を使用？

Yuba lava flow 溶岩流 時間間隙を均等分配 － Yumotochaya lavaに包含

MnP(Tau-12) 降下軽石 時間間隙を均等分配 引用

Hatajuku rhyolitic pfl 火砕流 引用 分布面積と層厚から算出

Hatajuku dacite lava 溶岩流 引用 － Hatajuku rhyolitic pflに包含
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噴出量-

時間

階段図

噴出量

(体積)
方法

活動

年代
方法 層序

噴出物

分布

噴火

様式

マグマ

特性
その他

14-a 笠間友博 2004 箱根新期軽石流の堆積構造-伊勢原市から横浜市西部に分布する成層堆積物-
日本地質学会

講演要旨集
× ○ b ○ F × × × × －

14-b 笠間友博 2008 大磯丘陵，多摩丘陵に分布する箱根火山起源のテフラ 神奈川博調査研報 × ○ C ○ B,D ○ × × × －

14-c
笠間友博，山下浩之，萬年一剛，

奥野 充，中村俊夫
2007 複数回の噴火で形成された箱根火山二子山ドーム

日本地球惑星科学連合

講演要旨
× ○ c ○

A,D,F

(14C)
× × × × －

14-d
笠間友博，山下浩之，萬年一剛，

奥野 充，中村俊夫
2010 複数回の噴火で形成された箱根火山二子山ドーム 地質学雑誌 × × － ○

A,D,F

(
14
C)

○ × × ○ －

14-e
袴田和夫，杉山茂夫，今永 勇，

萬年一剛，大木靖衛
2005 箱根火山のK-Ar年代 火山 × × － ○

A,D

(K-Ar)
○ × × ○ －

14-f 高橋正樹，長井雅志 2007 箱根火山前期・後期中央火口丘の形成史と丹那・平山活断層系
日本地球惑星科学連合

講演要旨
× × － ○ F × × ○ ○ －

14-g
高橋正樹，長井雅志，内藤昌平，

中村直子
1999 箱根火山の形成史と広域テクトニクス場 月刊地球 × ○ e ○ D,F ○ ○ × ○ －

14-h 小林 淳 1999 箱根火山の最近5万年間のテフラ層序と噴火史 第四紀研究
○

(●,■)
○ c ○ B,D ○ ○ ○ × －

14-i 小林 淳 2008
箱根火山中央火口丘群の噴火史とカルデラ内の地形発達史-噴火活動と密接な関連

を有する地形-
神奈川博調査研報 × ○ c ○ B,D ○ ○ ○ × －

14-j Kobayashi, M. 2009
Study of the Eruptive Activity of the Central Cones of the Hakone Volcano and its Volcanic Mechanism: Volcanic

Activity in the Plate Collision Field in the Northernmost Region of Izu-Ogasawara Arc

Disseration for a degree of

doctor of science Tokyo

Metropolitan University

◎

(●,■)
○ a ○ B,D ○ ○ ○ × －

14-k 小林 淳，小山真人 1996 箱根火山西麓〜南麓地域のテフラ層序と火山噴火史 地学雑誌 × ○ a ○ B,D ○ ○ × × －

14-l 小林 淳，奥野 充，中村俊夫 1996 箱根火山中央火口丘期の噴火活動史
日本火山学会

講演予稿集
× ○ c,e ○ F ○ ○ × × － 噴火マグニチュード

14-m 小林 淳，奥野 充，中村俊夫 1997 箱根古期外輪山西斜面に分布する中央火口丘起源の火砕流堆積物の14C年代 火山 × × － ○
A,D

(
14
C)

○ × × × －

14-n 小林 淳，奥野 充，中村俊夫 1997 箱根古期外輪山西斜面に分布する中央火口丘起源の火砕流堆積物
名古屋大学加速器質量

分析計業績報告書
× ○ a ○

A,D

(14C)
○ ○ × × －

14-o
小林 淳，萬年一剛，奥野 充，

中村俊夫，高田 亮
2004 箱根火山大涌谷テフラ群の噴出年代

日本火山学会

講演予稿集
× × － ○

A

(
14
C)

○ × ○ × －

14-p
小林 淳，萬年一剛，奥野 充，

中村俊夫，袴田和夫
2006 箱根火山大涌谷テフラ群-最新マグマ噴火後の水蒸気爆発堆積物 火山 × × － ○

A,D

(
14
C)

○ ○ ○ × －

14-q 小山真人，早川由紀夫，新井房夫 1995 東伊豆単成火山地域の噴火史2：主として32ka以前の火山について 火山
○

(●,■)
○ a ○ B,D ○ ○ ○ × －

14-r 大森昌衛　編 1986 日本の地質3　関東地方 日本の地質 × ○ e ○ D,F × ○ ○ × －

14-s 及川輝樹，石塚 治，岩野英樹，檀原 徹 2010 伊豆半島北東部の珪長質火山活動の年代 地質調査研究報告 × × － ○
A

(FT)
× ○ × ○ －

14-t 及川輝樹，石塚 治 2011 熱海地域の地質
地域地質研究報告

5万分の1地質図幅
× × － ○ D ○ ○ × ○ －

14-u 日本地質学会　編 2008 日本地方地質誌3　関東地方 日本地方地質誌 × ○ e ○ D,F × ○ ○ × －

14-v 中村俊夫，岡 重文，坂本 亨 1992 東京軽石流堆積物中の炭化目木片の加速器質量分析計による放射性炭素年代 地質学雑誌 × × － ○
A

(
14
C)

× × × × －

14-w 町田 洋 1971 南関東のテフロクロノロジー 第四紀研究 × ○ e ○
A,B,D

(14C)
○ ○ × × －

14-x 長井雅史，高橋正樹 2007 箱根火山外輪山噴出物の全岩主化学組成
日本大学文理学部自然

科学研究所研究紀要
× ○ c ○ D ○ ○ × ○ －

14-y 長井雅史，高橋正樹 2008 箱根火山の地質と形成史 神奈川博調査研報 × ○ c,e ○ D,F ○ ○ ○ ○ －

14-z 長井雅史，高橋正樹 2009 箱根火山外輪山の形成史
日本火山学会

講演予稿集
× ○ e ○ F × × ○ × －

◎:記載あり(最良)

○:記載あり

（ 噴出量の対象

   ●:降下火砕物

   ■:溶岩流

　 ▲:山体一括)

a:地質調査

b:地質図等

c:引用

d:その他

e:不明

A:放射年代

B:層序

C:古文書記載

D:引用

E:その他

F:不明

箱根火山-1-

No 著者 発行年 題名 雑誌名

記載事項の有無

備考
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噴出量-

時間

階段図

噴出量

(体積)
方法

活動

年代
方法 層序

噴出物

分布

噴火

様式

マグマ

特性
その他

14-A 内藤昌平，高橋正樹 1999 箱根火山新期外輪山の地質と活動史
日本火山学会

講演予稿集
× × － ○ F × × × ○ －

14-B 平田由紀子 1994 箱根火山の形成発達史
日本火山学会

講演予稿集
× × － ○

A

(K-Ar)
× × × × －

14-C 平田由紀子 1999 箱根火山の発達史 神奈川博調査研報 × × － ○ D ○ ○ ○ ○ －

14-D
萬年一剛，小林 淳，奥野 充，笠間友博，

山下浩之，袴田和夫，中村俊夫
2006 箱根火山の噴火史-最新の知見に基づく再検討- 月刊地球 × × － ○ B,D ○ ○ ○ ○ －

14-E
須藤 茂，猪股隆行，佐々木 寿，

向山 栄
2007 わが国の降下火山灰データベース 地質調査研究報告 × ○ d ○ E × ○ × ×

分布を引用し

GISで算出

14-F 鈴木正男 1970
フィッショントラック法による黒曜石の噴出年代とウラン濃度の測定(第Ⅱ報）

-本州中部，伊豆諸島算出の黒曜石について-
第四紀研究 × × － ○

A

(FT)
○ × × × －

14-G 気象庁 編 2013 56.箱根山
日本活火山総覧

（第4版）

○

(●,■)
○ c ○ D × × ○ ○ －

14-H 町田 洋，新井房夫 2011 新編　火山灰アトラス　日本列島とその周辺 東京大学出版会 × ○ a,c ○ A,B,C,D ○ ○ ○ ○ －

14-I

14-J

14-K

14-L

14-M

14-N

14-O

14-P

14-Q

14-R

14-S

14-T

14-U

14-V

14-W

14-X

14-Y

14-Z

◎:記載あり(最良)

○:記載あり

（ 噴出量の対象

   ●:降下火砕物

   ■:溶岩流

　 ▲:山体一括)

a:地質調査

b:地質図等

c:引用

d:その他

e:不明

A:放射年代

B:層序

C:古文書記載

D:引用

E:その他

F:不明

箱根火山-2-

No 著者 発行年 題名 雑誌名

記載事項の有無

備考
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